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原 著

喀疾 丙結 核 菌 の ス トレプ トマ イ シ ン耐性 の

定量的表示について

國立東京第」病院(院長 坂日康藏博士)

1緒 言

小 酒

ス ト レブ 銑マ イ シ ン(以 下rス ∫ と略 す)治 療

譲二諜査謙鑛震魏膿髄翻
ほ ノ

乏 ζ ろ で耐 性が 増 加 した と云 わ翫 る患 者 の疲 、 そ

の 他 材 料 中 には 、 耐性 菌 の み で は な く、 感 受 性 菌

も混 在 して い る こ とは 、Williston等(6)、 も指 摘

し・ 私 も報 告 レた ⑦｡一 般 に贋 く行 われ て い る耐.

性 の測 定 法 は 、 一 度分 離 した 菌 を、「ス」 を種 々の

濃 度 に含 ん だTween・ アル ブ ミン培 地 、Kirchner

増 地 、或 はHerrold培 地 等 で培 養 し、 一 定 日数

(2～3週)後 に発 育 を認 めた 最 高 濃 度 を以 て耐 性

を表 す の で あ るが 、 感 受 性 菌 に輸 性菌 が 一・定 量 以
　 ぜ

上混じていると、一定 日数後にはその耐性菌の発

育 し得る所迄発育が認められる｡Wolinsky等(1)

は潤ween一 アルブ ミン培地及びKirchnef増 地 を

用いて測定 し、感受性『菌に1,0007以 上の耐性菌

ゼがO.1%以 王混 じていると、2週 間後の判定では

1,0007以 上 と云 う結果 を得ると報告している｡

此の揚合全部の菌が耐性菌で も、O.1%の みが耐

性菌で他は感受性菌であつても、>1,0007の 耐

性と表されるわけである｡然 しこめ 二 つの場合

で、臨床上の意義は違 うと思 う｡從 つてかかる揚

合、耐性菌が何%と 表すのが合理的であろう｡私

は固形培地 を用い定 量 培 養 法(小 川)を 鷹用 し

て、喀疾内の結核菌の 「ス」耐性を定量的に表わ
%そ

うと考 えた｡・

2方 法

井 望

(1)培 地

i次の様な変法占部山田培地 を用V・た｡

Na2HPO4・12H20

KHtPOI

味 の素基 礎
」音地 グ リセ リン

(pH7・0)馬 れ 隔 しよ浸E液

牛 乳寒
天

蒸 溜水

639

2・59

69

20cc

80cc

80cc

249

500cc

100ccつ つ分 注 、3回 間 欺 滅 菌 、保 存 した｡

培 地 作 製 に当 つ て は 、基 礎培 地 を溶 解 し、60｡G

となつ た 時 、 卵 黄1個(20cc前 後)と 目的 濃 度 、

の100倍 の 濃度 の ∫ ス」液(1/10ゲ モル 燐 酸 塩 緩

衝 液(pH7・0)に 溶 解)1・2ccを 加 え、 よ く混

和 し、 約6ccつ つ 中試 験 管 に分 注 、斜 面 に凝 固

させ た｡㌦ ヤ

培 地 の 「ス」 濃 慶 の段 階 は.1.Oeo,500,2002,

100・50・20・10γ/ccと した｡hO7/cc以 上tO培Xlt

地 を用V・た の は 、多 くの 報 告 で107/cc以 上 の 濃

度歪発育 を認めた場合を・耐性が増加 したとして

お り・又私が実験 した、「ス」治療 を受けた事のな

い患者の結核菌40株 は、いすれ も57/ccに 発

育 を認めなかつたので、私の用いた培地で10γ/cc

以上に発育 した場合、耐性が増加 した と考えて差

・支えなV・と思 うか らである｡

(1)接 種材料の作 リ方 》"

喀疲は塗抹で菌の証明されるものを使用 した｡

先づ一定量(約2cc)の 湊 を、硝子玉を数個入れ

た滅菌大試験管に入れ、しば らく振 りついで4倍

量の5%硫 酸水 を少量つつ注加 してよく振 り均質

化する(こ の間30分)｡こ れ を沈降管に移 し、
3,0ρ0回 韓20分 遽沁 沈澱 し

、上清 をすて、沈渣
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臨

に1N-NaOH澄 を少量加え、ほぼ中性 とし、大量

の滅菌生理的食塩水ζ以下食塩水と略す)を加え、

よく混和し、再び3,000回 韓30分 遠沈、もう一

度食塩衣で洗い、沈渣に食塩水 を加えて、硫酸水

を加えた時の量に戻 し、それ を別の硝子玉入滅菌

大試験管に入れ、よく振 り、均等 の 浮 游 液 を作

る｡帥 ち喀疫の5倍 稀釈液が出來たわけである｡

これを原液 とする｡或 は、よく洗つた沈渣に食塩

水 を加える場合、この実験の目的は、痩中の菌数

を求めるのではなくて、耐性菌と感受性菌の割合

を求めるのであるか ら、もとの量に戻 さないで、

疾の中の菌の多少によつて、適当量の食塩水 を加

えて浮游液 を作 りそれ を原液 とした｡

この原液を暫 く室濫におき、上清 を食塩水で稀

釈 し、10倍 、100倍 、1,000倍 液 を作 り.そ の

0.1ceつ つ を 「ス」含有培地1本 に接種 した｡培

地は同一濃度のものを4本 以上使用した(培 養中

にかな り雑菌が混入発育するからである)｡接種 し

た培地は37驚 に1,2日 おき、余分の水分が蒸

発 してから管口を封 じた｡

(2)結 果の判定

37｡C30日 迄観察 し、各 「ス」濃度の培地に発

生 した集落数を、かぞえ得る稀釈倍数 の をか ぞ

え、原液中の菌数 を計算 した｡
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第1表 は 「スゴ を毎 日lgつ つ409使 用 した

患 者 の 「ス」 治療 終 了4月 後 の疾 で あ るが 、培 養

日数26日 で も33日 で も成 績 に大 差 は ない｡33

日の成 績 では 、湊O.1cc中 の 菌 数 は30,000で 、

そ の 中10γ 以 上 の 耐 性 菌 は25,50r以 上 の 耐

牲 菌 は10個 とな る｡即 ち疫 中 の耐 性 菌 は1/1,000

程 度で あ る｡

第2表 は 同 じ く 「ス」 を毎 日19、 計409使

用 した 忠 者 の 「ス」治 療 絡 了孚 年 後 の 疫 で あ る

が 、培 養3週 間 で は 成績 の判 定 は 困難 で あ る｡4

週 間 の成 績 では 原 液0・1cc中 の 菌 数 は16,000で 、

そ の 中10γ 以 上 の 耐 性 菌 が500,50γ 以 上 の 耐

性 菌 はO.3と な る｡帥 ち疾 中 の耐 性 菌 は3/100程

蔑 で あ る｡

馨 に8名 の 「ス」 治療 を受 け た患 者 につ い て ・

ノ

_一 一2一

第2表 戸 倉(♂)
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その喀疾内の菌の 「ス」耐性 を定量的に表すと第

3表 となる｡い すれも 「ス」治療終了後1月 乃至

7月 を経ている｡内3名 は時期 を異にして2回 つ

つ行つた｡こ れは 「ス」を含まぬ培地に発育 した

集落数を1,000± して耐性菌の集落数 を表 してあ

る｡V・つれ も耐性菌は1,000の 中数 個 乃至10

個で、1例 だけは100ua以 上である｡

表中右側の普通の測定法による耐性 とは、定量

培養 した疾の一・部 を、硫酸処置して岡 ・片倉培地

に濃厚に塗抹 し、一面に発生 した菌苔を、出來 る
　

だ け沢 山掻 き取 り、1cc約10nrgの 菌 液 を作 り、

i
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第3表 菅

患 者 名 隻
「ス」使 用量

(9)

培 地 の 「ス」 濃 度(Y/CC)
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その α1ccを 「ス」 含 有培 地 に接 種 、2週 間 後

に発 育 を認 め た最 高濃 度 を示 して あ るC

次 に 、私 の変 法 占部 ・山 田培 地 を用 い て 、感 受

性 菌 に耐 性 菌 を混 じて 、耐 性 の 現 れ 方 を測 定 す る

と、上 記Wolinsky等 の報 告 の 如 く、培 養2週 間

、一の 成績 で は、一〇,1%に>1,000の 耐 性 菌 が混 在 す

れ ば 、耐 性:>1,000と な る(第4表)。 これ は 大

体 第3表 の結 果 と一致 して い る。 使 用菌 株 の感 受

性 株 は仲井 治療 前(2・5γ)株 、耐 性 株 は 伸井 治療

後(>1,0007)株 の1,000γ/ccの 培 地 に発 育 した

もの を用 や・洗 。

第4i菱
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4考 按

以上私の述べた方法は、疫の中の結核歯数がか
み

な り多 くなければ行い得ない。歯数 の 少 い場合

は、分離培地上に発育 した集落個々を、再び増歯

し、それか ら耐性 を測定 し、感受性菌 と耐性菌の

割合 を出せばよい。私は解剖屍体の各種臓器から

分離した菌については、此の様な方法で同一臓器

中の菌個 々の耐性の差 を測定 している。勿論歯数

の多い喀疾、その他材料でも、上述め定量培養法

を用いないで、集落が孤立 して発育する様に・材

料 を適当に稀釈 して分離培地に接種 し・生 じた集
o

、

成績判定は37。C2週 間後

一滋ま発育を認め られ ぬこ と,十 昔柵は発育の程

度 を示 す

落個々を再び増歯 して耐性 を測定 してもよいが、・

これは非常な労力を費 し、且つ結果の出る迄にか

な りの日数を要する。
=普通の耐性測定法で

、耐性>1,000と 出て も一

その中に感受性菌が混在 す る こ とは第3表 の湯

沢、高橋の例に見 られる所である。浜 口等(s)は、

この高橋に更に 「ス」 を使用して、症歌の軽快 を

認め、それは 「ス」耐性菌の外に感受性菌が多 く

・存在するからであろうと報暫 している。

「ス」治療によって耐性>1,000γ となつ喪 とい

一一囎3__噛



320

.つても、殆 どすべての菌が>1,000γ である場合

と、極 く一部 だけが耐性菌で、大部分が感受性菌

であるのとでは、更に 「ス」治療 を続行するか否

義を定める上に於て、臨床上の意味が相違するで

あろう｡從 つて私は感受性菌と耐性菌の割合を表

す、即ち菌の「ス」耐性を定量的に表示するのが、

「ス」治療 を受けた患者の菌の耐性の表 し方とし

て合理 冤勺であると考 える｡

5結 論

(brス 」瀧 斡 受け、菌の 「ス」磁性が増加

したと云われる患者の喀疾内結核菌の 「ス」耐性

は一様ではなく、耐性菌に感受性 菌 が 混 じてい

る｡

(2)從 つて喀疫の結核菌の 「ス」耐性は定量

的表示、換言すれば、感受性菌 と耐性菌の割合 を

示すのが合理的で、それには定量増養法(小 川)

を鷹用すればよい｡

終に種 御々援助を得た松本房子女史に感謝する｡

(本研究は文部省科学試験研究費によつた)
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結 核 菌 の 培 養 に 関 す る 研 究

(第1輌 喀疾中の結核菌分離培養に於ける硫酸,苛 性曹達 .

及び第三燐酸曹達,各 前処理法の比較について 毒

國立公衆衛生院衛生微隼物学部(部長 染谷四郎)

國立予防衡生研究所結 核部(部長 柳沢 譲)

林 久 子

緒 言

結核患者の喀渓中の結核菌の有無は、患者の病

集の変化を推察する際の重要 な指針 とな り、また

公衆衛生の立場かち見る時、より重要な意味を含

んでいる｡現 在培養法による結核菌検査において

は、一般に固形増地を使用す る方法が用い られて

いるが、保健 所 ・病院等、多数の材料を取扱 う所

では、出來る限 り培地の製法、増 審 手 技 が簡輩

で、然も培養能率の高脚)も のが望まれるのは当

然である｡し か しなが ら現在用い られている培地

及び前処理法については、更に検討 されなければ

ならなやところが多 く、また喀疾の保存とい う立

場か ら見ると、最近Corper,Stoner(1)Vranken(2)

等によつて提唱されている第三燐酸曹達処理法 も

その成績の如何によつては利用され得 るものであ

り、公衆衛生作業上資する所が多い ものと考えら

れる｡そ こで著者は現在最 も廣 く用い られている
を

硫酸前処理法 ・苛性曹達前処理法、及び第三燐酸
'菅達前処理法の比較実験 を試み

、更に各前処理法

における培地の水素 イオ ン濃度と培養成績 との関

係について検討 した｡こ とに そ の成績を報告す

る｡

実 験 方 法

1)噌蟷痩の取扱方

喀湊 よりの培養成績の比較 を研究する場合先す

第一に考慮 しなければならないことは・喀痩中の

結核菌が均等紛 布 されるように してこれを伽

とすることである｡そ の目的の%め に著者は次の

ような方法を用いた｡す なわちGaffky皿 ～V号

の喀湊 を滅菌乳鉢に探 り、予め滅菌 した金岡砂を

適当量加えつつ約5分 聞艀かに研磨 して よく混和

し、均等な喀湊 を作つた｡し かしこの方法で培養

試験を行 うと、培地面にある金剛砂の粒子が小さ

い結核菌集落と見誤れるおそれがあるので、滅菌

乳鉢に喀湊 を入れ氷結させて研磨する方法 を用い

た｡こ の方法の場合は、培養の際0.1cc宛 注流 し

たので菌数があまりに多過ぎるたあ、Ga㎡Fky■

～V号 の喀湊にGauffky陰 性の喀疾を約10倍 量

・混和 し、氷結研磨することを繰返 して均等な材料

を作つた｡

2)各 前処理法

a)硫 酸法

4%硫 酸溶液 を滅菌して使用した｡上 記の方法

によつて作つた材料を数等分 した喀湊の1っ に4

%硫 酸溶液 を5倍 量加え、擁拝 して30分 間室温

に放置した後、金剛砂 を用いて研磨 した ものでは

1分 闇3,000回 韓を以て10分 聞遠心沈澱 し、上

清 を捨てて沈渣を培養に供 した｡氷 結研磨 した喀

湊においては、30分 闇室温に放置 した後、更に

10分 闇室温に躍 き増養に供 した｡

b)苛 性曹達法

4%苛 性曹達溶液を滅菌し使用した｡材 料に4

%苛 性曹達溶液を等量加え、室温で3分 聞掩拝 し

た後、金岡砂 を用V・て均等にした材料では直ちに

1分 間3,000回 韓を以て10分 間遠心沈澱 し、上清

を捨てて沈渣 を培養に供 した｡氷 結研磨した喀湊

においては更に10分 間室温に置き培養に供 したα

C)第 三燐酸曹達法

23%第 三燐酸菩達溶液(Na3PO4・12H2Q)を 滅

菌 して使用 した｡材 料に23%第 三燐酸曹達溶液

一 一・5__.
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を等量加え、撹搾して24時 間37｡Cの 艀卵器中

に置いた後、金剛砂を用いて均等にした ものでは

1分 聞3,000回 韓 を以て10分 間遠心沈澱 し、上

清を捨てて沈渣 を増養に供 し、また氷結研磨した

材料においては、更に10分 間室温に置いて培養

に供 した｡

3)使 用塔地

の 岡片倉培地
〔

第一燐酸加里

{
第二燐酸曹達

グルタ ミン酸曹達

蒸溜水,

◎

O・59

0.5〃

1.0〃

100cc

上詑混合液 を100｡C30分 間加熱溶解 し、この

原液100ccに ゲ リセリン6.Occ,2%マ ラカイト

緑6・Occ、 全卵液200ccを 加え、3回 凝固滅菌

した｡

b)」水素 イオ ン濃度を異にする培地

第9表 に從つて第一燐酸加里、第二燐酸曹達、

及び両者混合液 を作 り夫々グルタ ミン酸曹達、グ

リセリン、マラカイ ト緑、卵液 を岡片倉培地に準 ・

じて混和 し、血清凝固器で凝固滅菌 した｡

4)培 養方法

金圃砂を加 えて均等にした材料の沈渣を培養す

る時は哩0本 の培地斜面に夫夫1白 金耳宛塗抹 し

た｡37｡Cの 鰐卵器内に24時 間横位に保つた後

パラフィンを以て綿栓 を密閉 し37｡C艀 卵器内に ・

培養 した｡

氷結研磨して前処理を行つた揚合の硫酸処理の

揚合はそのままO・1cc宛10本 の培地斜面に注流

し、苛性曹達、第三燐酸曹達処理の ものでは硫酸

処理法と等 しく稀釈するために更に4倍 量 の各処

集落が比較的少い ものは実数を以て表 した｡初 期

の集落の発育の過程は、観察の表現が主観的に傾

き、実験成綾に誤差 を招 くのを虞れて正確に集落

数を表わす事が串來 るまでは総て±を以て示す こ

ととした｡

実 験 成 績

1)予 備実験

第1～4表(省 略)に よつて萌 らかなように、上

記の2っ の方法によつて 均等にした 喀痩 を2分

し、その各 よにっいて硫酸処理法を行い増養を行

つたが各群の培養成績は殆 ど差異が認め られなか

つた｡す なわち、上記の方法によつて等分 された

材料の各群の結核菌の分布は略等 しい ものと思わ

れる｡

2)岡 片倉増地を使用 した場合の前処理法の比

較実験

第1実 験では第5表 に示す ように4%硫 酸法が

第5表 岡片倉培地 におけ る4%硫 酸 法,

4%苛 性曹達法及び23%第 三

燐酸曹達法 の比較(第1実 験)

4%硫 酸法による成績

培養日数

15日

鞠6〃

19〃

22〃

28〃

31〃

試 瞼 管 番 号

1皿 皿1VV班 孤 皿IX、X

± ± ±0± ± ±0± ±

± 士 ± ± 士 ± ± ± ± 土

冊 冊 冊 冊 冊 冊 冊 帯 帯 帯

柵 柵 雌 難 柵 冊 柵 冊 柵 柵

柵 鼎 柵 掃 掃 冊 糖 育㎡ 器 罐

珊 柵 撒 柵 柵 柵三 滞 灘 柵 灘

理 液 を加 えて 、 α1cc宛10本 の培 地 斜 面 に注 流

して37｡Cの 鰐 卵 器 に横 位 に納 め、約5目 後 バ ラ

ラ ィ ンを以 て綿 栓 を密 閉 して 更 に37｡Cの 購 卵 器

内 に培 養 した｡

5)観 察 方 法

集 落 を発 見 す る まで に 要 す る 日数 に注 意 し、 集

落 発 見 まで は出 來 る限 り毎 日 培 養 基 面 を観 察 し

た｡記 載 方 法 はx十151～200昔201～250冊251

～300側 謄301～350柵351～400◎o集 落fO';互に=融合

した もの 、C雑 菌 混 入 を認 めた もの と した｡ま た

4%苛 性曹達法による成績

培養日数

15日

16〃

19〃

轡22〃

28〃

31Pt

試 験 管 番 号 1

1五 皿wv「 肛 理 覆 双x

00000000σ0

± ± ± ±0士0000

帯 帯 帯++井++++、

冊 柵 冊 藷 十r片++++

柵 冊 柵 帯 十 岱++粧+

柵 聡 柵 帯 昔 帯++帯+

___6._
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23%第 三燐酸曹達法による成緩

培養日数
試 験 管 番 号

1皿 皿wvvr租 田1xx

15日

16〃

・19
〃 ㍉

22〃

28ク

31〃

OQOOOOOOOO

± ± ± ± ± ± ± ±0±

十 十 十 十 十 十 十 十 十 十

十ト升 十+升 十 十 十 十+

帯 荘 帯 帯 帯 惜 帯 帯 帯+

帯 甚 併 惟 帯 帯 帯 舟 帯 升

優れているが、4%苛 性曹達法と23%第 三燐酸曹

達法を比較すると殆ど優劣 を決 し難 く、ただ4%・

苛性曹達法の成績では、各試験管の成績が不揃で

あつた｡第2実 験では第6表 に示す ようにこれ ら

第6表 岡片倉培地における4%硫 酸法,

4%薪 性曹達法及び23%第 三

燐酸曹達法の比較(第2実 験)

4%硫 酸法による成績

3処 理法の成績に殆ど差異が認められす、第3実

験では第7表 に示すように第三燐酸曹達法が4%

23%第 三燐酸曹達法による成績

培養日数
試 磁 管 番 号

ほ 皿日 日 日 日
14日

16〃

17〃

18〃

20〃

32〃

培養日数

14日

16〃

17〃

18〃

20/■

32〃

試 瞼 管 番 号

1皿 皿WV、IINV皿]IXX

± ± 土 ± ± ± ±000

± ± 圭 士 ± ± ± ± ± ±

十 荘+昔++++十+

ル

卦 十卜井 十 十 升 升 十ト三一+

釜 苔 粁 帯 苔 昔 昔 昔++

裾 冊 惜卜鼎 併 珊 帯 惜 帯 帯

4%苛 性曹達法による成績
'撃

試 験 管 地 号

±00± ±、0±000

± ± ± ± ± 士 ± ± 士 ±

十 朴 十 卦 十+十+十 十

+升 苔 升+苔+++静

+升 蔓 昇 苔 卦+卦+升

井 帯 帯 晋 帯 岳++企 昔

第7表 商片倉培地 におけ る4%苛 性曹

達 法及び23%第 三燐酸菌達 法の

比 較(第3実 験)

4%苛 性曹達法に よる成績d"

培養日数

撫 試 瞼 管 番 号

1∬ 斑Nvu、 箕 田 班x

15日

16〃

19ゲ

22グ

25〃

± ± ± ± ±000±0

± ± ± ± ± ± ±0±0

± ± ± ± 土 ± ± ± ± ±

柵 滑 帯 帯 帯 荘+升 苔 十

冊 冊 冊 冊 鼎 帯 惜 升 聾 昔

23%第 三燐酸曹達法に よる成績

培養日数

14日

16〃

17!■

麟

18〃

20〃

32〃

1皿 皿IVV、1租V匿]IXX

± ± ± ±00± ± つ ±

± ± ± ± ± ± ± 土 ± ±

+++++朴+++縣

昔++十+昔++苔 苔

普+升 十 昔 音 苔 升 粋 十

櫨+帯 器 聡 翻 灘 蝦 柵 柵

＼

、

培養周数

15日

16〃

19〃

22〃

25〃

28〃

3ユ 〃

試 験 管 番 号

1五 皿wv、1、ll脳IX[x

00±00±00±0

± 土 ± ± ± ± ± ± ± ±

± ± ± 士 ± ± ± ± ± ±

柵 冊 柵 器 冊 帯 冊 帯 冊 帯

鼎 冊 冊 柵 紐 帯 冊 冊 冊 冊

柵 柵 併 鼎 柵 帯 冊 冊 器 研

冊 冊 冊 冊 冊 冊 冊 冊 冊 硫

L7___
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第8表 岡片倉培地 におけ る4%硫 酸 法

及 び23%第 三燐酸曹達法の比較

(第4笑 験)

4%硫 酸法に よる成績 一

23%第 三燐酸曹達法による成績

培養日数
試 験 管 番 号

い 日w日 日 日
13H

18〃

19〃

22ゲ

28〃

0000000000 .

± ± 土 ± ± ± ± ± ± ±

31〃

苛性蒼達法 より稚 ζ優れ、第4実 験においては第8

表に示すように4%硫 酸法が集落発生の早 さにお

いて23%第 三燐酸曹達法に優れるが、4週 以後

の集落数に関してば両者聞に殆 ど差が認め られな

かつた｡す なわち・岡片倉培地を使用した実験で ,

は、硫酸処理法が最 も優れ、i次いで第三燐酸曹達

処理法が.苛 性曹達処理法に稚 ミ優れているが、

明 らかな優劣 を認める事は出來なかつた｡

雑菌混入の程度を見ると・第5～8表 を通 じて

4%硫 酸法及び4%苛 性曹達法は各30本 中1本 、

23%第 三燐酸曹達法は、40本 中皆無であつた｡

3)異 つた水素 イオ ン濃度の培地を使用して行

つた実験

第1実 験では第10表 に示すように4%硫 酸法

の成績では、pH約5・9の 培地が梢成績が劣る

が、他のpHの 培地間には殆ど成績 に差異がなく,

十 普 十 十 圭 十 十・十 十 十

帯 帯 帯 帯 珊 帯 帯 難 帯 借

辮 柵 欝 搬 柵 欝 欝 鍮 冊 珊

鼎 搬 器 搬 斜 欝 欝 柵 柵 辮

4%苛 性 曹達 法 に於 て はpH5.9の 培 地 が 最 も優

れ 、pH6.87.2培 地 は順 次 に成 績 が劣 るの が認

6.9め られ た｡23%第 三燐 酸 曹 達 法 にお い て はpH

59培 地 が優 れ 、pH6.56.6培 地 が梢 セ劣 り・pH

7.07.2培 地 が 順 次 劣 つ た成 績 を示 した｡第2実

験 に お いて は第11表 に示 す よ うに4%硫 酸 法 は

pH6.97.07・2培 地 に殆 ど同 程 変働 昧 成 績 を

認 め 、pH6・6,6・5培 地 は 劣 つ て い 孝 ◎23%第 三

燐 酸 曹 達 法 で はpH6・5,6・6,6・9培 地 が 同 嫌 の成

績 で 優 れ,pH7・0,7・2培 地 は順 次 に劣 つ て い た｡

第3実 験 に おV・て は 、第12表 に示 す よ うに4%苛

性 曹達 法 で はpH5・9培 地 が優 れ ・pH5・6,6・5・

&6培 地 が これ に次 ぎ、pH6・9,7・O,72培 地 は非

常 に劣 つ た成 績 を示 した｡23%第 三燐 酸 曹達 法 に

おV、て もpH5.9,6.5,6,6培 地 に優 れ た 威績 を認

め 、pH5.6培 地 が これ に次 ぎ、pH6・9,7・0・7・2

培 地 は順 次 著 し く劣 つ た 成 績 を示 した ◎雑 菌 の混

入 は 、4%硫 酸 法 で は110本 中皆 無4%苛 性曹

達 法 で は140本 中2本 、23%第 三 燐 酸 曹達 法 で は

190本 中3本 で あっ た｡驚

また何 れ の処 理 法 に おV・て もpH65以 下 の

pHの 培 地 に お いて は一航 に集 落 が 小 さ く、 高 く

成 長 し、集 落 が 硬 い｡高 いpHの 培 地 に お い て

は 集 落 の面 積 が 大 き く不 規 則 に周 囲 に拡 が る傾 向

が 認 め られ 、集 落 は低 くて脆 弱 で あつ た｡

〆

第9表 各培地における第一燐酸加里,第

二燐酸曹達の量,及び培地凝固水

のpH

100cc中 の

第一燐酸加里

5・09

3｡0〃

1｡0〃

0.9〃

0.5〃

0.3〃

0

100cc中 の

第=二燐酸曹達

0 t

0

0

0

0.19

0.5〃

0｡7〃

1.o〃

3.0〃

培地凝固水の
PII

約5・6

〃5.9

〃6｡5

〃6｡6

〃6.9

〃7.0趣

〃7.2

〃7.4

一一 一8-一 一
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第10表 異 るpHの 培地におけ る4%硫 酸法,4%苛 性曹達法及び23%第 三燐酸曹達

法 の比較(第1実 験)

4%硫 酸法による成績

試 験 管 番 号
培 勉pH 培 養 日 数

1皿 皿1VV、11皿V皿1X撫X

12日
轡

一 ぎ ± ± ± ± ± ± ± 一

正4〃 ± ± ± ± ± ± ± ± ± 士
5.9

蜘 21〃' 冊 欄 冊 礫 冊 冊 冊 冊 冊 冊

28〃 灘 柵 紐 冊 柵 冊 冊 柵 冊 冊
一

o

12〃
粋

士 ± ± 士 ± 士 ± ± ± ±

 

+

｡｡

｡｡

+

｡｡

｡｡

+

o｡

｡｡

,
+

｡｡

｡｡

士

+

搬

｡｡

+

｡｡

｡｡

+

｡｡

｡｡

+

｡｡

｡｡

±

+

柵

｡｡

士

+

柵

辮

14〃

21〃

28〃

6｡5

卿

+

+

｡｡

｡｡

+

+

｡｡

｡｡

+

+

｡｡

｡｡

+

+

｡｡

・

｡｡

+

+

｡｡

｡｡

+

+

｡｡

.

｡｡

+

+

｡｡

｡｡

+

+

｡｡

｡｡

+

+

◎｡

｡｡

+

+

｡｡

◎｡

12〃

141■

21〃

28〃

6.6

+

+

｡｡

+

+

o｡

+

+

｡｡

+

+

｡｡

+

+

｡｡
灘

+

+

◎｡

+

+

o｡

+

+

辮

辮

+

+

欝

珊

+

+

柵

鰭

12〃

14ク

21〃

6｡9

〆28グ 鰭 珊 辮｡｡｡｡｡｡｡｡｡｡｡｡｡｡

12〃 ++千+++++++
、 '

14〃 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十
7.0

21〃 翻 ooooOQooooo◎oooooo◎o

28〃 OQOQOOQOOQooooOQOQoo

卿

■

12〃 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十

'メ

7.2

14〃 +㌢++++++++

21〃 ｡｡｡｡｡｡綴｡｡｡｡｡｡｡｡｡｡｡｡

28〃 ｡｡｡｡｡｡柵｡｡｡｡｡｡｡｡｡｡｡｡
、

糎

一9一
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4%苛 性曹達法による成績

号番管験試

6

曳

1皿 皿IVV翌 粗 、砥1XX

培 養 日 数

±

±

｡｡

｡｡

齢

土

±

-

｡｡

｡｡

士

土

｡｡

｡｡

±

±

灘

｡｡

±

±

｡｡

｡｡

±

±

柵

｡｡

±

±

｡｡

｡｡

晦±

±

｡｡

｡｡

±

±

｡｡

｡｡

±

±

◎｡

｡｡

12日

14ク

21!1

2sク

培 地pH

㌔

5｡9

[

+

柵

｡｡

±

+

｡｡

｡｡

±

+

鞭

柵

「

+

灘

｡｡

±

+

｡｡

｡｡

±

±

灘

｡｡

±

±

｡｡

o｡

±

±

｡｡

o｡

鴨

±

冊

灘

一

±

柵

｡｡

婁

齢

12〃

14〃

21〃

2δ 〃

6.5

±

±

灘

・
灘

±

±

灘

柵

±

±

｡｡

｡｡

±

±

｡｡

｡｡

±

±

｡｡

｡｡

±

±

｡｡

｡｡

±

土

柵

冊

±

±

｡｡

｡｡

±

土

｡｡

｡｡

±

±

o｡

｡｡

12〃

14グ

21グ

28〃

 

一

6｡6

±

士

菩

荘

欄

±

十

暮

±

±

+

+

±

±

+

+

輯

±

+

荘

一

±

+

+

±

±

十

十

・

一

±

+

升

　

±

瀞

粁

一

±

+

十

14〃

18〃

21〃 癖

28〃

6｡9

±

土

+

+

一

軸

妃

菊

1

1

C

C

C

一

±

6

c

一

±

60

70

0召

の
一

一

燭

十

十

｡

磯

±

±

+

+

一

±

卦

卦

±

±

卦

卦

±

士

+

+

嗣

±

苔

井

17〃

、

18〃

21〃

28〃

7｡0

土

246

十

±

士

104

150

±

267

十

±

57

218

±

135

210

±

241

十

±

士

120

140

±

十

十

±

189

十

±

21

130

1711

18〃

21〃

28〃

7.2

穐

轡

10

 

概

、
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23%第 三燐酸曹達法による成績

号番管験試

培 地pHi培 養 日 数

1∬ 皿Wマ 卿 、1、1日V皿 双X

土

+

冊

冊

±

±

帯

欝

±

圭

静

冊

±

土

柵

冊

±

±

併

脚

±

±

冊

擶

±

±

帯

冊

±

±

帯

冊

±

±

鼎

癖

±

士

帯

柵

12日

τ4〃

21!1

28〃

5、9

±

±

十

帯

±

±

帯

帯

±

±

欝

帯

藩±

±

帯

帯

±

±

昔

帯

±

±

荘

冊

±

±

帯

辮

±

±

.
升

帯

±

±

帯

冊

±

±

欝

撒

12〃

14〃

♂

21グ

28ソ

6.5

勇

±

±

冊

冊

±

±

櫟

柵

±

±

冊

冊

±

±

帯

脚

±

±

冊

脚
〆

±

±

帯

帯

±

±

帯

帯

±

±

帯

惜

±

±

冊

柵

±

±

帯

帯

12v

14〃

21!1

28〃

 

鯉

硲

鞠

±

±

帯

帯

±

±

帯

帯

±

±

群

帯

±

±

苔

十

±

±

十

幸

±

±

砦

帯

　

±

±

升

十

㍉

±

静

井

±

±

替

升

±

+

十

帯

14〃

17Pt

21〃

28〃

 

鞠

6.9

'

±

±

普

瀞

±

±

帯

帯

±

±

十

帯

±

±

+

苔

±

±

十

帯

±

±

+

+

欄

±

荘

静

「

±

60

+

2

一

±

+

昔

一

±

74

70

.

-
ゐ

14〃

17〃

21〃

28〃

聯

 

"

、

± ± ± 一 ± 一 ± ± ± 一18〃

響 21〃 ± ± ± ± ± ± ± 土 ± ±
7.2

24〃 ± ± ± ± ± ± ± ± ± ±
、

28〃 246 104 269 57 135 241 120 350 ユ89 21
〆 ぜ

」
正

註:こ の表 の み集 落 数 が あ ま り に多 か つ た た め 、記 載 法 を 下 記 の如 くに した｡

十301～350冊451～500

斗←351～400辮501～600

帯401～450◎｡集 落 隔 合 せ る もの

蝋
贈

囎

11__一

 

勝
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第11表 異 るpHの 培地 におけ る4%硫 酸 法及 び23%第 三燐酸曹達 法の比較(第2笑 験)

4%硫 酸法 による成績

培 地pH

糎 灘

6｡5

〆

培 養 日 数

試 験 管 番 号

1 ∬ 皿rv V、1租 櫃 皿 X/

12日

工4〃

16〃

21i■

28ゲ

± ± ± 土

士 ± ± 二±

244_271343336

500500520520

りoooo◎o●Q

±0

± 募 ±

工94284

478468

cooo

±

士

239

450

0◎

± ±

±dヒ

274307

500500

000◎

士

士

450

600

00

6.6

12グ

14!1

16!!

2正4

28ク

± ±t:O

l± ± ≒ 士

391259279119

500500520352

0QO◎0000

± ±

± ±

370328

550550

ね 　

1

±

±

工19

318

ee

± ±

± ±

147149

232,414

●Qco

±

±

250

700

0Q

6・9

12〃

14〃

16〃

21〃

28〃

± 、 ± 士

± ± ± ±

500340500236.

oo500◎Q390

0QOQoooo

± ±

± ±

500296

00510

0Qoc

±

±

490

00

00

± ・=と

土 ±

476520

550600

0Qco

±

±

006

｡｡

｡｡

7｡0

12〃

14〃

16グ

21〃

2Spt

± ± 土

士 ± ±

500478505

0QOOOO

QQoooo

± ±

± ±

550500

0Qoo

OQ◎ ◎

± ±

± ±

500270

00◎6

0θcθ

± ± 士

士 ± ±

450400420

000006

0◎ ◎ooo

12〃 ± ±
蓼

土 ± ± ± ± 土 ± ±

14ゲ ± ± ± 士 ± 土 ± ± ± ±

7.2 16〃 258 550 400 500 500 390 490 480 385 350

121〃 oo oo oo oo oo oo oo 06 oo ◎o

2$ク oo oo oo oo oo OQ ◎o oo oo ◎o
レ

」

一 一

12
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23%第 三燐酸曹達法による成績

♂

騨 試 瞼 管 番 号
孝

培 地pH
順

、
培 養 日 数

ノ
1 ∬ 皿 w v 、1 櫃 ㎎ 皿 X

〒

正2日 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

14〃 ± ± ± ±
瀞

± ± ± ± ± ±

6.5 16〃

リ

170 126
♂

118 214 177 172 201 240 124 170
恥

21〃 368 213 438 400 389 352 560 450 450 500
ρ

28〃 ◎o oo oo ●Q oo o◎ oo OQ oo oo

6｡6

12!■

tt14〃

奪 印 鯉

16〃

21〃

28グ

00

± 十

±142

9230

27◎Q

0つ

± ±

211111

230250

o◎ OQ

00

± ±

244193

300300

OQ co

0

±

268

330

0Q

0

±

221

350

co

0

±

156

250

oo

0

±

《》卿の
繍嗣i編

330

oo

6、9

12〃

14i■

16〃

211■

28Pt

乳0

12〃

14〃

16グ

21〃

28〃
隊

0

±

82

266

co

0

±

雅

35

1
轟

0
召

OQ

0

±

90

370

00

±

±

102

372

oo

6

±

71

633

oo

、±

110

350

oo

±

±

87

350

oO

0

±

100

432

0◎

0

±

148

380

oo

±

±

113

350

ce

0

0

24

139

307

0

±

35

185

co

00

00

2Q69

137227

0Qoo

0

±

66

0

±

54

161227

0Qoo

0

±

120

286

oo

0

0

6酌
`

1"
e

O
碧

o◎

F

0

0

52

203

oo

0

±

150

953

oo

宥

糠

7.2

12〃

144

16〃

21〃

28〃

0

0

0

0

0

±

9471

496193
毒

0

0

0

0

16

0

0

±

±

67

0

0

±

70

169

0

0

-±

Q
り

簿ず

1

6

0

0

0

±

34

0

0

0

0

24

0

0

0

0

42

0

0

0

0

26

明曉 ・

13
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第12表 異 るpHの 培地 におけ る.4%苛 性曹達法及 び23%第 三燐酸曹達法の比 較(第3笑 験)

'

4%離 墜謎 による成績
一一m脚

弛

試 瞼 管 番. 号
培 地pH 培 養 日 数

1 五 皿 w v 班 町 ㎜ 皿 X :
「

13日 ± ± ± 0 ± 土 士 士 ± 土

15〃 307 140 280 134 210 195 213 304 184 170
夢

5.6 20グ 615 oo 638 578 530 687 730 684 562 o◎

27〃 oo ◎◎ OQ oo oo oo o◎ oo OQ
、

o◎

33〃
曽

◎Q ◎o oo OQ ◎o oo oo oo OQ oo

13〃 ± ± ± ± ± 0 ± 士 ± 土

15〃 499 240 268 255 230 280 390 385
拶

420 230
亀

6.9 20グ ◎o OQ 569 ◎Q 583 550 o◎ oo 561 544
命

{27〃
oo ◎Q ◎o OQ ◎◎ ●◎ oo oo 、o◎ oo

33〃 oo oo oo ◎o o◎ o◎ oo 嘱o◎ oo oo

13〃 ± ± ± 0 0 ± ± 0 OC 0

15グ 206 69 230 110 203 27 77 159 65C 15

6.5 20ゲ 529 352 473 476
、

489 378 360 571 588Cゆ 302

27〃 oo oo oo 蕊 OQ o◎ oo o◎
勘

o◎ oo

33グ o◎ o◎ OQ o◎ oo oo oo oo oo oo

巳

13〃 0 0 土 ± ± 0 ± 0 0 ±

15〃 74 44 70 135 121 50 110 207 62 39

・6
.6 20ク 266 156 390 366 270 258 460 416 200 78

'酬

27〃 、 oo 233 ◎o ◎◎ OQ ◎Q oo oo 239
,

269

33〃 oo oo oo oo ◎◎ oo oo oo o◎ oo

13〃 0 ± 0 0 0 0 0 ± ± 0

15〃 0 3 0 0 0 3 0 3 2 0

6.9 20〃 0 3 0 0 0 5 0 4 4 0

27〃
IIIIIIIII鳳

± 7 120 ± 土 27 ± 23 110 ±

33〃 13 10 127 40 167 99 42 91 24g
秘

15

13グ 0 0 0 0 0 0 0
一

〇 0 0

15〃 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1
司

7.0 20ク 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

夢

27〃 1 ± ± 、0 0 0 0 士 0 1
曳

｡33〃 32、 11 51 8 9 6 30 29 47 4
縄

13〃 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
,

15〃 0 0 0 0
吟

0 0 0 0 0 0

7.2 20〃 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

27〃 0 0 0 0 0 0融 0 0 0 0
那

33〃 0 0 OC 0 士 7 0 0 0 0

1
一P7

6
一『

i13〃 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0魅
藝 ゆ

司 ユ58 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

7.4 20〃 0 0 0 0 0 0 か0 0 0 0

27〃
ノ

33〃

0

0

O

AU

0

0

0

0

0

0

.

0

0

0

0

0

0

0

2

0

0

14
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●23%第 …i燐酸曹達 法によ る成績

、

培 地 pH 培 養 日 数
試

鳶
験 管 番 号

ト

1 五 皿 w v 顎 櫃 履 皿 x
7

13日 0 0 0 0 ± 0 0 0 0 0

誰

而

15〃 2 7C 4 9 9 27 23 28 20 16・

6.6 20〃 147 178C 礎169 219 129C 173 176 201 202 131

27〃 222 179C 215 265 工34C 景 232 233 260 220 191

ゆ 33〃 oo 182C 233 298 154C 242 234 269 oo 209
胸

13〃

臨.

± 0 0 ± .0 ± 0 ± σ 0
蓼

15〃 23 55 43 64 18 8 ジ8 40 21 30
嘩

5.9 20〃 154 224 166 208 179 203 189 222 120 241

27〃 188 252 藝202 236 230 235 225 240 192 271

33〃 211 260 215 246 240 oo o◎ 260 194 275

13》 ± ± ± ± ± ± 0 ± ± ±
、

15〃 3 15 110 18 15 36 87 110 77 34
'

6.5
、

20〃 171 122 244 109 237 203 245 237 184 156
ρ

27〃 248 171一 331 198 304 297 323 280 217 211

33グ
一

281 177 340一 276 317 ●◎ 330 317 318 OQ

驚13〃
± ± ± ± ± ± ± ± 0 ±

15〃 104 108 120 41 99 130 60 116' 10 211
等 応

6.6 20グ 160 206 268 279 232 299 212 266 76 276
3

ノ

27〃 239 283 276 301 298 335 244 284 248 293

33〃 266 285 320 342 312 OQ 254 OQ ●◎ 311
-

13〃 0 0 0 0 ± ± 0 ± 0 ±

15〃 0 0 0 0 3 6 σ 5 0 8

6.9 一
20〃 q 0 0 0 50 18 0 20 0

」

77

27〃 18 士 105 72 133 87 ± 137 28 153

33〃 19 のり
勲8 105 77 149 88 62 139 脇 162

'i

穏

13〃 0 0 0 0 0 ± 0C 0 0 0

}

≧

7｡0

の15〃

20〃

27〃

33〃

0

0

19

41

0

0

30

55

0

0

±

2

0

0

37

59

0

1

19

44

8

13

30

67

CC

OC

OC

OC

0

0

31

43

0

0

±

28

㌦

2

6

68

117

e

7.2
ダ

13〃

15〃

20〃

27〃

33〃

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

3

6

6

6

0

1

5

6

6

0

0

0

±

1

0

0

0

0

0

0

1

2

C

C

0

0

0

0

土

0

0

0

0

士

重 ル

7,4

13〃

15〃

20〃

27〃

33〃
蘭

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0
、

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

僻

0

2

0

0

0

0

0

魎

喧

15
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総括及び考按

Gaffkry■ ～V号 の均等化された喀湊 を4%硫

酸法、4%苛 性曹達法、23%第 三燐酸曹達法の各

前処理法 を用いて分離培養を比 較 した｡す なわ

ち、岡片倉培地を使用した実験では4%硫 酸法が

稻 ≧優れている傾向が認められた｡.

異る水素イオ ン濃度の培地 を用V・た実験では4

%硫 酸法で処理を行つた成績はpH6.97.072

培地が共に優れ、岡、片倉、石川(9)等はpH6.4

よりpH7・3ま での培地 を用いて4%硫 酸溶液を

以て処理する揚合、pH6.9の 培地が最 も成績が

良いと報告しているが、著者の実験においても同

様の傾向を認めた｡4%苛 性曹達法に於てはpH

56～6・6培 地によく発育 し、殊に ,pll5.9培 地に

おける培養成績が最 も優れ、pHが 高 くなるに從

い培養成績が劣つていた｡4%硫 酸法、4%苛 性

曹達法は適当な水素 イオン濃度の増地においては

殆ど両者の成績に優劣を認めることが出來なかっ

た｡23%第 三燐酸曹達法においてはpH5.9～6.6が

最 も良い成績を示し、pH5・6培 地では稚 ≧劣 り.

pH6・9～72培 地になると相当劣つた成績 を示 し

た｡第 三燐酸 曹達法を他の処理法に比較すると、

最適の水素 イオン濃度の培地においても他の処理

法に較べて多少の遜色を認めた｡ま た各前処理法

を通じて培地の水素 イオ ン濃度は集落の形態に影

響 を與えることが認められた｡す なわち、pH6、5

以下の低いpHの 培地におV・ては集落は小さく、

高 く発育 し・硬いが、高いpHめ 増地では集落は

低 く・大きく、不規則に発育し、脆弱であつた｡

結核菌の分離培養に用いられる固形培地の優劣

を左右する條件 とレ七先すその培地が結核菌の発

育に影響を與える栄養素、発育促進物質が考えら

れるが・憩 域が大体同様 である固形培地の聞にお

いては、培地の水素イオ ン濃度が菌の発育に與え

る影響は極めて大 きいことが想陳される｡岡 等は

前処理 に使用した硫酸濃度と培地の水素 イオ ン濃

度の聞に関係のあることを認め、小川(4)は1%～

4%の 第一燐酸加里及び第一燐酸曹達を加えた鶏

卵培地に1%～4%苛 性曹達水 を用いて処理 し
の

た喀痩及び結核菌浮游液を培養し、又第二燐酸曹

蓮 を1%～3%カ ロえた 鶏 卵 培 地 に1%～4%硫 酸

水 で 処 理 した 喀 湊 及 び 菌 浮 游 液 を培 養 して夫 々燐

酸 塩 の量 と前 処 理 液 の濃 変 と の間 に 関係 の あ る こ

と を認 め 、培 地 ゐ水 素 イオ ン濃 度 の影 響 の あ る こ

と を報 告 して い る｡上 記 の実 験 にお いて 異 つ た 前

㊥ 処理 法 の比 較 にお い て も培 地 の フ牒 宵 オ ン濃 度 が

相 当大 きい影 響 を及 ぼ す こ とが 明 らか で あ る｡先

に廣 木(5)は5%硫 酸 処 理 に よつ てLδwenstein,

Petroff,Petragn{血iHohn増 地 を比 較 してPetrs・

gnaniが 最 も優 れ 、Lδwensteinが それ に次 ぐと

記 し、植 田 ⑥ に よ る と5%硫 酸 処 理 にお いてPets

roff,Pe毎agRani,Holm,Lδwenstein,Horrold,

Lubenau増 地 を比 較 して 、Lδwenstein,Petr0ffが

優 れ る と し、和 田 ⑦ は 同処 理 を 行 つ た後 食 塩 水

を以 て洗 藤 した 沈 渣 に つ い て 培 養 を した 場 合 、

LδwenStein培 地 はPetragnani増 地 に劣 る と報 告

してV・るが 、 これ 等 の 成績 にお け る各 増 地 の 優 劣

を起 して い る原 固 は前 処 理 の方 法 、 喀湊 の 化学 的

性 歌 以 外 に増 地 の水 素 イオ ン濃 度 の影 響 を も考 慮

す る必要 が あ る もの と考 え られ る｡

撫

結 論

1)結 核菌の分離培養に当 り、前処理法の優劣

はその際使用する固形培地の水素イオン濃度によ

り影響 を受ける｡

2)4%硫 酸処理法における固形増地の至適水

素 イオン濃度はpH6.9～7.2・ で ある｡

3)4%苛 性曹達処理法における固形培地の至
の の

適7k素 イオ ン濃 度 は 約pH5.9で あ る｡

4)23%第 三燐 酸 曹達 処 理 法 に お け る固 形培 地 「

の 至適 水素 イオ ン濃 度 はpH5.9(・6.6で あ る｡

稿 を終 るに臨み、御 指導 を賜 つた公衆衛生院微生物学

部、染谷博士並びに予防衛生研究所結核部 、・柳 沢博士に

深 謝す る｡'
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成 人 肺 結 核 症 シユ ー ブ に 関 す る 研 究

(2)各 臓器に齢ける血行性播種に関す る研究

九大医学部第三内科教室1(指導 沢田教授、貝田助教授)

茅 嶋 孝

(本論文の要 旨は第24回 結核病学会総会に於 いて報告 した◎)

遺 緒 言

二 次結 核症 の病 変 の多 くは 、途 進(Schub)と 静

止 期(lnteτva11)と を繰 り返 しつ 製悪 化 して行 く

事 は 既 に臨 休 上 注 目 され た事 で ある◎ 然 し乍 ら シ

ー ブ9本 態に関 しては・或いは(1)管内想鱒 移で

あると云い、或いは②病巣周囲炎と云うも未だ明

らかではない。元來 シユーブと云うのは輩に臨休

的な概念に過 ぎない。從って管内性轄移は勿論、

血行性韓移や、被包された静止乾酪化巣が何かの

機会に洞化する場合 も、病巣周囲炎 も亦 シユーブ

と考えられる。(3)④戦後に於ける我が國結核の現

歌が、青少年の発病死亡数が稽々減退の兆がある

のに反して、中年以後特に既往に於いて結核に罹

繁

り殆んど治癒 を愛 していた者が、いわゆるシュー

プを來た し、或V・は粟粒結核症を起 し、或いは結

核性臓膜炎を発病 した例が多V・。私はこの点よ り

血行性播種につV・て臨林上並びに病理組織学的に

研究 して來たのでこ蕊に報告する◎

2研 究方法及び研究材料

第一章に同 じ。

3研 究 成 績

第一章で述べた様に、剖検で肺結核 を確認 した

40例 の臨休経過は第1表 に示す通 りであるポ こ

の ⑳ 例の症例の中何れかの臓器に血行性播種巣

を認めたものは35例 で、その車なものは脾臓の

1表

番
号

1

2

3

4

}

鑑
り

6

7

騨

OQ

姓 名
年齢一
56

症

炎

チ

…

莫

マ

核

厚

イ

肋

。

結
性
節

τ
齪

へ

粟
右
両

臨 淋 診 断
　　し 　　

核

一
一

粟 粒 結 核 症

結 核 性 脳 膜 炎
粟 粒 結 核 症

國 i粟 粒 纏 症

一
結 核 性 脳 膜 炎
粟 粒 結 核 症

一一
國

結 核 性 脳 膜 炎
/

肝 硬 変 症

結核性頸部リンパ腺炎
肺 結 核

既 往 症
(死亡蛍年月)

両 膝 関 節 ロ イ マ チ

(35～36年)

姫
(6ケ 月)

娠

左 滲 出 性 肋 膜 炎
(3年)

人 工 流 産

(3ケ 月)

右滲出性肋膜 炎(2年5
ケ月)
左 滲出性肋膜 炎(1年5
ケ月)

右 肺 浸 潤
(15年)

経 過

6ケ 月

3ケ 月

3ケ 月20日

1ケ 月17日

26日

23日1

2ケ 月 一

6ヶ 月

17__。
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11ヶ 月

1年1ケ 月

3ヶ 月

右 湯 田 性 肋 膜 炎
(1年)

右 滲出性肋膜 炎(2年
1ケ 月)

左 腎 摘 出(2ヶ 月)

腸 結 核 症両 腕 結 核 症

　　
左 滲 出 性 肋 膜 炎
左 腎 結 核 症

腸 結 核 症
肺 結 核 症

}日
"

日
10

・ 一
18

10.ケ 月

11

欝 尖鷺雛L

日
ユ2

1年両滲出性肋膜炎(2年)喉 頭 結 穣 症結 核 性 脳 膜'
炎

日
13

9・ ヶ 月左滲出性肋膜炎(4年)両 肺 結 核 症一
23

14

1年10ケ 月喉 頭 結 核 症肺
・腸 結 援 症

岡
15

1年8ケ 月
ス
症
症

工
援

…リ
結
核

男

腸
結

椎

・

脊
肺
腎岡

16

11ケ 月人 工 流 産(1年)肺 結 核 症
腸 結 核 症一

24

17

4ケ 月10日結 核 性 脳 膜 炎

岡
18

8ケ 月'両 肺 結 核 症
腸 結 核 症

岡
19

1年7ケ 月

52日欝働
徽

難磨

)

「偵

莫

卜r

ザ

メ　

左
腹

年

炎
症
症

膜
核
核

肋
結
結

性
腸
丸

出
・
睾

滲
肺
副

産
両
右四

20

10ケ 月15日

結 核 性 脳 膜 炎一翫

O

恥
ケ塩議灘浸

出
肺
滲
)

右
右
肩

翻稜
稜

結肺
結

西
陽

一
の9

10ヶ 月騰 警 護 劉 琶蟷 両贈 髄 炎一
18

o`》
幽ρ♪

4ケ 月10H有 乾 酪 性 肺 炎

日
24

L年1ケ 月醤講 論 劉 鱗 騨 炎(2年

擁
11ケ 月両 腕 結 核 症

一
24一
49

25

1年4ケ 月護 銘 灘 轟 右酬性鰍(晦

日 10ケ 月　
　

年
年

10
4

く
く

炎
炎

腹
膜

肋
筋

性
性

出
出

蕩
蕩

右
左

症
症
症

候
稜
稜結

結
紐
頭

飾
腸
喉

26

一
34

鉾

29

1年7ケ 月肺 結 核 症29 一
21

1年2ケ 月両 肺 結 核 症

8ケ 月纏 嬉 餐 劉 右酬 性肋臓(6年)

一
31一
31

30

31

___18__
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瓶

32

29

・1肺 結 核 症

喉 頭 結 核 症

33

46

34

23

両 肺 結 援 症

核
核
核結

結
紐
頭

肺
腸
腺

症
症
症

肺 湿 潤(5年)

2ケ 月

35 岡
36■ ■ ■ ■ ■璽

37}
26

38

19

3ケ 月20日

5ケ 月

両 腕 結 核 症喉
頭 結 核 症

麓 働 殿(4年 到 、年5ケ月

両 腕 結 核 症

両 腕 結 核 症

両 肺 結 核 症

39

40
リ ン ノ・ミ 肉 芽 腫 症

401
33

右 腕 結 緩 症

乳牛

1ケ 月10日

7ケ 月15日

9日

右滲出性肋膜炎(5年) 1ケ 月

31例 、肝 臓30例 、 肺 臓21例 、 右 腎20例 、

左 腎15例 、脳 膜38例 中13例 で あ る 。 第2表

は この40例 に:つ き血 行 性 播 種 巣 の 有 無 と腸 結 核

の 病 変 の 程 度 と を示 した も の で 、 表 中 の 符 号 は 次

の 如 く定 め た ◎(1瀦 臨 ㈱ は脚細 乃至鵬 内罐膜曙 明な

結核性病変あるもの、(十)庶臓底部乃至腰室:内臓膜にかなりの結核性病変

あるるの、(十)ほ 膝底部乃至膝室内腱膜にほ殆んど病変なく、其の他の葡

の胎膜r軽 度の結核性病変ある竜の0(2)肺 、(帯)はゑ肺にわ弛 う密『こ粟

粒焙驚あろ竜の・(件)ほ肺の一部にほ可成 り密に粟粒結節撫ろ竜、他ぽ散

在性に少数あろもの、(十)は 肺の一部に散在性に翼粒結節ある毛の。(3)

跨、肝、腎、(帯)は肉:硬で可成 り多数の粟粒結酪を見あろ旭の、及び任意の

小切片の組織標本で 炉 個以上粟粒結節ある竜の、(什)ほ肉眼で少数の粟

第

粒結節を見 る竜の、及び任意の小 切片の組織瀕本で5乃 至1(梱 の:藁粒締鯖

あ る竜の、(十)は 肉『艮で粟粒結節を認 めないかヌ:ぱ甚淫少数 認む るもの 、

及び任意の小切片の組織摸 本で1乃 至2、3個 の粟粒結節を見 る竜の・

(4)腸 、(冊)ほ 小鰭、大腸の展観にわ糞 う著 るしい結核性病変 ちる亀のt

(什)ほ 小腸、廻癒部の可成 りの範囲に結核性病変 を見 る竜大腸は殆ん ど病

変無 きもの、(十)は 小腸の一部又ほ廻薄部 に限 局して、比鱗的軽 度の結核

性病変 あるもの⇔ 、

(イ)肺 に於 け る血 行 性播 種 ◎ 血 行 播種 の 時 期 及

び その経 路 につ レて は 、(5)Ranke,(6)Gho五,(7)

Hueb5chma㎜,等 の研 究 が あ り、 その 播 種 源 と一し
礁て は

、(8)Weigertは 静 脈 壁 の結 核 病巣 を挙 げ て い
響ド

y表

番

号
姓 名 年齢

1

の
一

3

56i

主 な 臨 躰 診 断

粟 粒 結 核

血 行 性 播 種 集

肺 園測 副 肝

1帯
十 十

腸

i左剛 柵
+{+ 十

341 粟 粒 結 核1帯1+ +1+

32 結 核 性 脳 膜 炎 帯 十 十

4

一
5

6

け
凄

27 粟 粒 結 核

27瀦 核 性 脳 膜 細

帯 i+
1升

州 暑
十

井

十

}荘

十

22 結 核 性 脳 膜 炎 t朴 帯+

轡

十

皆

37

22

、十 十

肝 硬 変 副+ 十 十 帯

騨 リソバ騰 捌+ 引 外 昔 昔

→一1

削一i

惜:

　 　く

帯1

19・ ノ
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{9羊

卜万 † …

蓼

　
一27陣 腸 結 捌1■ 側 副 一{「 帯

{一5・ 」 左 腎 結 核}+1一 「副 唄(+)1朴i赫
ul一 ・8i腸 結 核i+卜 田 圃 一上1紐 一

{F==　 隠棲犠 警トL帯擁レ 三F∴
判 一23陣 肺 結 核+卜 刑 制 組 唄 妬
・司 一52隊 硬 結 劇+一}刑 畦 一 司 制

・6i-22陽 腎 結 捌 舶 一 別 叫 升 協 舟;

・q-24緩 結 捌 土⊥ ☆ 苑 正 「[i側

・司 一27繊 性脳膜 剣 士滞 唾 」二上 田 縞+

・9}一2g繭 肺 精 測+}日+日 一 」

叫 一26樋 脇 腸 結 核++囲 制 辞 囲 三翻

刻 一33隔 核性脳 膜 剣+刑 ■iニ ヒi+
2円 一2g陣 肺・麟 劇 ■+1副 司 絹+勘

23i一 ・8腸 結 核i一;+睡 刑 一 隅{

2引 一2引 右輪 性肺剣 一 月 割 一ト ト 瞬 差
25i-24i腸 結 核1一 ■ 州 柵 一i一 ㌧帯

.
261-4g楠 肺 精 測 一 ト1■ 刊+i+瀞 ・

281-34獅 ・ 腸 結 劃 一 』一}釧 副 司+瀞L
明 一26粟 粒 結 副 ■ 一伊 州 一団 脇1一 一一一實

2g塵 璽 璽 哩2・ 瞬 結 劇 ■ ■ 舟1矧 ■ 副 帯
、

3・}一3・ 適 肺 結・核 … 一 別 副 司 一 団 ,

3・i-3・1腸 結 核 汁 帯1井1一 一{帯

副 一2g挿 結 捌 一 一陪 臣 ■ 一ト
331-46睡 肺 結 捌 二 ■ ■+1一+F

竺⊥璽璽 璽 璽璽23防 腸 結 核 ■+昔 卜 卜 帯
35一 ・g陣 肺 結 劇 」1+ト ト1+卜

3合1-261肺 結 酬 一}■ 一 ト1一
.卜 擁

371-26肺 結 核 ト1一 』 卜1一 ト1一

38

39

40

■ ■■■■■■■19 肺 結 核

リ ン ノ・く肉 芽 腫 症

肺 結 核 症

}
一}一

_}

一,

～_.20μ__



る が現 今 で は これ は(9)否 定的 で 、 ⑥Ghonの 内因

髄 リンパ 腺 性 韓 移(Endogenelympho91andu瓶ere

Reinfektion)・ が有 力で(7)Huebschma㎜.(10)輻 田

氏 等 も これ を支持 してV・る｡私 の 症 例 で は肺 に血

行 性 播 種 巣 を見 つ け た の は21例 で 、(IVこ の 中

厩 に報 費 した が 、バ ル ビタ ール 内服 自殺 を途 げ た

第12例 を除 い て は 、肺 の み に血 行 性 播 種 を來 た

した 例 はな い｡21例 中第1例 よ り第5例 迄 の5

孫列は 、何れ も臨 鉢 上 粟 粒 結 核 症 と診 断 され 判検 で

全 肺 に 密 に粟 粒 結 節 を見 た例 で、 何 れ も室 洞或v・

は 洞 化 病巣 は無 いが 、(12)発病 後 約6ク 月 で死 亡

した比 較的 経 過 の長 い第1例 では 、新 ら しい シユ

ー ブ と して 細 葉 性 乃 至小 葉 性 乾 酪性 肺 炎 の 像 を呈

へ

する病巣が混 じている｡第6例 より第21例 迄の

15例 は、全肺に密には血行性播種巣 を見出さなか

,つた弼である｡こ の15例 中第6例 、第13例 、
x第18例

、第21例 の4例 は結核性脳膜炎で急性

の経過 をとつて死亡 した もので、肺の血行性播種

は甚だ軽微であるか治癒 した ものであるeσ3)第

20例 は既に報告 したが、(?)Huebschman織 が云 う

早期蔓延があり、その後慢性肺簿を起 して來たと

思われる例である｡他 の11例 は慢性肺霧の経過

准招こシユーブとして肺に血行性播種 を來たした も

ので、何れ も全肺にわたる密な播種は認められな

い｡こ れ等の血行性播種巣の顯微鏡所見は、中心

部乾酪巣 を取 り巻き中性多核白血球、形質細胞、 鳩

軍核球、 リンパ球浸潤がある比較的新 らしV・粟粒

結節より、中心部乾酪巣を取 り雀きラ氏拒細胞 、

上皮様細胞、リンパ球浸潤があるやS古V・ 粟粒結

ト節に至 る迄 あるが比較的に 新 鮮 な 粟粒結節が多

い｡こ の血行性播種の源泉として胸部 リンパ腺群

を検索 した｡21例 中肺門 リンパ腺よ り静脈角 ゾ

ンバ腺迄の胸部 リンパ腺群 をと り得たのは13例

である｡こ の13例 中静脈角 リンパ腺には病変 を

見tlLさないのは第5例 と第18例 の2例 で、第5

例は甚だしい腎結核があり、第18例 は甚だしい

牲器結核があつ海｡静 脈角 リンパ腺に病変のある

11例 中、(12)第1例 は血行性粟粒結籔であつてこ

れが肺への血行播種の源泉とは考え難い｡然 し他

の10例 では何れ も肺の1血行性播種巣 と対慮する

病変 を認めた｡(13)第20例 は肺に石次化 した粟粒
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結節があり、静脈角 リンパ腺には硝子様化結節を

見る｡第13例 、第21例 は肺に硝子様化粟粒結

節があり、艀脈角 リンパ腺には硝子様化結籔 を見

る｡第2例 、第6例 、第7例 、第8例 、第9例 、

第14例 、第19例 の7例 は何れ も肺に比較的薪

鮮な粟粒結節があ り、静脹角 リンパ腺に可吠 り薪

鮮な結核性病変及び結核菌 を証明 し冷｡聴 に第9

例では左隷脈角 リンパ腺に甚だ多数の結核菌を証

明 した｡以 上の事実は ⑥Ghonの 内因性 リンパ腺

牲轄移、(7)Huebschmannの 早期蔓延、 晩期蔓延

に相当するもの と思われる｡肺 に於ける血行播種

性結核症の治癒は、X線 学的には屡々あり、(幼
な

NeUmannのTubereulosisfibresaden$aは その

結果として來るものと思われるが、私の症例で第

21例 は、死亡2年 孚前左鰯滲禺性肋膜炎、腹膜

炎で入院 し、胸部 レ線写翼で粟粒結核症と診断さ

れたが、特別の治療 も受けす入院後約1ケ 年10

ケ月で軽快 し、胸部 レ線写眞では粟粒大陰影は殆

んど沿失退院 したが、退院後6ケ 月で結核性腹膜

=炎を起 し再び約50日 入院 し死亡 した｡剖 瞼によ

り肺には肉眼で殆ん ど認め得 な い粟粒結節があ

り、顯微鏡所見で該結飾は硝子様化し、周辺の肺

胞は氣腫性になつて治癒 し、腹膜炎も腸管、性器

等と一部癒着 を残 し治癒 していたご又第20例 、

第27例 では、坐部 レ線写翼で粟粒結核症と思わ

れた陰影が、胸検の結果氣管支性に拡がつた細葉

性病集であつた｡こ の2例 は共に レ線写眞で認め

得 る杢洞を有 していた｡

(ロ)脳膜 に於ける血行性播種、動物の実験的研

究Cは 、血行性結核菌感染方法では脳膜に結核性

病変を発生せ しめ難 く、直接蜘蛛膜下腔に結核菌

を注入すると結核性病変を発生する事は衆知の事

実である｡こ の爲、G5)AskaRaz7,(16)Kment,(17,な
奪naOp,(7)Huebschmami,(18)Rich,Mc.Cordock

等 の多 数 の 非 血行 読 を生 ん だが 、近 時 σ9)武田氏

は動 物 を ア レル ギ 這化 す る事 に よ り、血 流 感 染 に

よ り動 物 に結 核 性 脳膜 炎 を起 させ る事 に成 功 して

い る｡一 方(ftO)Harbitzは 慢 性 の 経 過 を と り治癒

傾 向 の多V・結 核 性 脳 膜 炎 の 剖瞼 濁 を 報 告 して い

る◎ 私 の症 働 では 第3表 の様 に38例 中13例 に

脳 膜 に結 核 性 病 変 が 見 られ た｡こ の13例 中、臨

φ 一一 一一一一一21-__
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第3表 結 核 性 脳 膜 炎 の 症 例

馴 姓 名 年齢「 脳 膜 の 主 痛 刻 意 識 障 碍

3}一34脳 底 訓 死亡・5日前より灘 溺
5i一 くTY脳 底 剖 死亡5日前よ憶 説国樹

61-1
..22聞 書 轟 難 訓 死亡・・日前より灘 溺

・31-2δt脳 底 剖 死亡9購 より灘 爾

1・si-27一 脳 底 部i死 亡7H前 よ り意識不明

2寸 一33職 室 内 脳 膜 死亡2日 前より意識潤濁

21一 判 頭 頂 剖 死亡2醐 前より識 關
4i-2q脳 底 剖 死亡前Hより灘 溺
71-371側 頭 副 死亡当局より灘 溺

2引一26頭 頂 部1 死亡前臼より意識不明
而

2劃 一2g随 頭 部・側 頭 訓 死亡繭 よ`慮細 濁

23i一 ・8}前 頭 訓 死亡当日よ憶 識溺

劉 一24圃 頭部・側頭 剖 死亡当月呼姻 難・論 調

躰上定型的 な症状で発病し結核性脳膜炎と診断さ

れたのは、.第3例 、:第5例 、第『6例、第『13例 、

第18働 、第21例 の6例 であって、何れも脳底

部は滲出物に元たされ地溜濁 した り、脳底部乃至

脳室内に粟粒結節形成がある◎第21例 は輸入ス

トレプ トマイシン注射例で、病変、症状が軽いの

はその爲と思われる。他の7例 中第2例 、第4例

は共に臨休上腕の粟粒結核症 と診断 され、前者は

頭痛、軽度の項強直以外には何等認むべ き脳膜炎

定款無 く、死亡2時 間前迄意識明瞭であった。剖

検でな頭頂部に粟粒結節数個 ある に過 ぎ なかっ

た。後者の第4例 は既に(21)中 島氏が報告した檬

に脳膜炎を疑わせる症歌 もあったが1意 識は死亡

前 日よ り溺濁 したに過ぎな、㌔ 剖検では脳の覗交

叉槽は白色に濯濁 した膠様物で満たされ、右半球

鴛隆部 に2個 の小指頭大結節があり、脳質内に多

数の結核結笛があった。この例は肺や脳膜に於け

る粟粒結節も小指頭大であり、肝には栂指頭大に

及ぶ孤在結節があり個体の損いアレルギー状体が

推測 された。その他の5例 は、第7例 、第20例 、

第22例 、第23例 、第24例 で、何れ も慢性肺

疫 の経過中に血行性 シュープとして脳膜炎を起 し

て来たもの こ、臨休症状 としては死亡当 日又は前

日意識潤濁 を来たした程度で、剖検 に よ り前頭

部、側頭部、頭頂部に少数の粟粒結節を見倒 した

ものである。且つ何れもその粟粒結節の顯微鏡所

見は、新 らしい乾酪化巣及び少数の中性多核白血

球 を含む組織球、形質細胞、軍棲球、 リンパ球の

浸潤があり、比較的に新 らしい撒布巣である。

(ハ)脾 、肝、腎等に於ける血行性播種。脾、肝

腎に於ける血行性播種は、V・わゆるランケの:第2

期に播種を來たすものが多い とされ、更に(22)佐

藤i(23)岡 ・隈部氏寺は肝結核 と腸結核との関係

を重観 している。私の症例では40例 中腸結核も

あるのが36例 、ないのが4例 である。 この腸結

核 を見ない4例 中肝のみに血行性播種巣があるの

はない。叉腸結核がある36例 について見るr

腸結核の病変の程度 と脾、肝に於ける血行性播種

とは大体に準行 しているが腎のそれとは脾、肝程

準行 してはV・ない。脾はその解剖学的並びに生理

学的関係よ り見て、最 も血行性播種 を来 た し易

㌔(。又肝臓は解剖学的にも生理学的にも腸 と密接

な関係がある。(19)第20例 は著 しい腸 結 核 が あ

り・肝にも可成 り多数の血行性播種:巣を見出した

一一22一 一 。s、
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が、更に肝臓内の門脈枝内腔に可成 り多数の結核

菌 を見塒した｡脾 、肝に於ける血行性播種巣は、顯

微鏡的には少数の中性多核白血球 を始め組織球、

輩核球、形質細胞、 リンパ球 でとり巻かれた小乾

酪巣を有する粟粒結節、乃至上皮様細胞、ラ氏道

細胞から成る粟粒結節 ざ比較的に新鮮な粟粒結節

である｡特 に第9例 、第20働 、第22例 はラ氏

E細 胞のあるもの、未だラ氏耳細胞の無V・新鮮な

小粟粒結節が混 じていて、脾、肝への血行性シユ

ープが頻回あつた事が推濁され る｡又 第2Q例 は

何等結核性病変の無V・甲歌腺聞質の動、静脈内腔

に少数の結核菌 を証明 した｡

(二)血 行性播種源｡第4表 は齢脈角 リンパ腺 を

取 り得た24例 につ き㍉ 血行性播種 と静脈角 リン

パ腺 との関係を示 したものである｡血 行性播種が

見田されないもので静脈角 リンパ腺に結核性病巣

を見た ものが3例 あるが、何れも病巣内に結核菌

は見出されなかつた.又 血行性播種,巣があつて静

脈角 リンパ腺に結核性病巣の無b2例 はs両 腎跨

のある例と産後発病 し著明な性器結核があつた例

の2例 である｡血 行性播種巣が見萬され且つその

静脈角 リンパ腺に結核性病変を見 る揚合には、声

般に静脹角 リンパ腺の結核性病巣内には結核菌が

見出される｡特 に甚だ多数の結核菌が見出された

例が2例 ある｡

第4表 血 行性播 種と静肱角 リンパ腺 との関係

謬 脹 角 リ症

病 劇 結

ン パ 腺

核 菌

、 ＼1

無 い も の

例撫 有 剰 少数塵 婚 数

播
種

血
行
性

肺に血行性播種あるも
の

脳膜に血行性播種ある
もの

'

3}・133i・ い ・

有 る も の12・}21・gl61・ ・ ・12

全肺に密にあ る も明2 ・ い ・ji・5

部 分 的 に あ る も の1・ ・ ・lgll414い ・

響 解 綻 状を呈し い
23112・ い ・

臨蹴轍叉は糊 い い い ・い ・「

4考 案za

ン

以上の研究成績 を総括 し考案すると、(1)症 例

40働 中35例 の多数に於いて、何れかの臓器に血

行性播種巣を見出した｡こ の35例 申、臨林的に

粟粒結核症及び結核性脳膜炎 と明らかに診断され

た9例 を除 く26例 は、大体慢性肺癬の経過 をと

つたものである｡主 な臓器におけるその頻 嘆は、

脾、肝、肺、右腎、左腎、脳膜の順で ある｡(2)

血行性播種を見出 した例では、通常2個 以上の臓

器に血行性播種巣 を見出したが、た Ψ1例 、バ ル

ビターノし内巌 自殺を途げた例に於いて、肺のみに

血行性播種 を見出した｡㈹ 岡 ・隈部氏等 も多数

の剖検例に於いて、1臓 器のみに血行性播種を見

出 した例は無いと云つている｡こ の例は ㈹Gh｡ガ

のいわゆる内因性 リンパ腺性韓移によつて肺に血

行性韓移 を來た した ものと考えられ、血行性播種

が必 らす しも全身的のみならす、1臓 器のみに來

る事 もあり得ると考えられる｡(3)肺 に血行性播

種が ある21例 中、 臨豚上粟粒結核 症 と診断 さ

れ、全肺に1血行性播種 を來た した5例 は、何れ も

室洞乃至洞化病巣はない｡之 に対 し、室洞乃至洞

化病巣がある慢性肺癖の経過 をとつた11例 は、
曇肺

の一部に比較的新鮮な血行性播種 を來た してVb

る｡こ の様に慢性肺霧では、全肺にわたる血行性

播種 を起 し難い事は、(玖岡 ・隈部氏等が云 う様

に病変部の局所血管の変化による事 もあろうが、

私は術臓器自体の保有する免疫が大いに関係する

一 一.23__
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轡のであろうと推察する
｡從 つて叉、胸部 レ線写眞

読影に際 して、室洞乃至相当の病変があつて全肺

に播種 を來たし、恰 も粟粒結核症の如き レ線写翼

像 を見た揚合でも、先すその播種は氣道性のもの

でないかと疑 うべきであるの(鋤 岡氏は レ線窩眞

読影の際に、屡々氣道性播種 を血行性播種と見誤

つている事が多V・と警告 したe私 も臨豚上胸部 レ

線爲眞で塞洞乃至洞化病巣があり、全肺に播種 を

來たし粟粒結核症と思つたのが、病理組織学的に

は氣道性に拡がつた細葉性乃至細葉結節性病巣で

あクた例が2例 ある｡(4)肺 に血行性播種のある

13例 の艀脈角 リンパ腺を検索 し、10例 に於いて、

肺に於ける血行性播種巣と対鷹する結核性病変を

静脈角 リンパ腺に見出し、更にその7例 に於いて

結核菌 を証明し、特にその中の1例 は甚だ多数の

結核薗 を証明した｡す なわち ⑥Ghonの 云 う内因

牲 リンパ腺性縛移、(7)Huebschmanの 云 う早期蔓

延 、晩期蔓延と認め られる例があつた｡從 つて灘

脈角 ゾンバ腺は血行性播種の播種源として重要な

意義がある｡血 行性播種巣があつて静脈角 リンパ

腺に何等結核性病変のない2例 では、腎瘍乃至性

器結核がありこれが播種源となつたものと考えら

れ る¢(5)脳 膜に結核性病変 を見璃 した13例 中、

臨鉢症歌定型的で明らかに結核性脳膜炎と臨林診

断 をつけられた6例 は、何れ も脳底部に著明な結
雪核性病変があつた

｡之 に対 し慢性肺疹の経過 をと

つた5例 は、脳膜炎の臨林症状は不明か非定型的

で、結核性病変は前頭部、側頭部、頭頂部に多少

の粟粒結飾があるにすぎない｡又 σ8)Rich等 が云

う様に脳膜に於ける播種の源泉であるか否かは別

として、脳質内に多数の大示の結核腫 を見出 した

例が1例 あつ為 これも個体のアレルギー、臓器

自体の冤疫が大いに関係 してい る も のと思われ

るe(6)(23)岡 ・隈部氏等が云う様に、脾、肝の

血存性播種巣の程変 と腸結核の 程 度 とは平行す

るの更に私は腸結核が著明で肝臓門脈枝内腔に可

成 りの結核菌がある例 を見た｡こ の事は腸結核が

肝臓への血行性播種の播種源 となる事 を示す もの

と思 うb(7)(筋 岡 ・隈部氏等が云 う様に死亡に

近い時期に」血行性播種を屡々來たすとV・う例 とし

て、私は更に何等結核性病変が無い甲歌腺の聞質

ぽ

の動.静 脈内腔に少数の結核菌 を詮明した例があ

る｡(8)以 上の如 く慢性肺瘍の場含には屡 々血行

性播種 を來たしているが臨躰的にはそれが分 らな

い事 も多V・｡こ れは播種源の解罰学的関係、播種

された菌量、個体のアをルギー歌体や谷臓器の免

疫等により病変の程度が違 う爲 と思 う｡

5結 論

戦後に於ける我が國結核の一特色として、青少

年の発病並びに死亡が多い｡特 に結核の既往璋あ

る者がいわゆるジユーブを來たし・栗粒結核症や

結核性脳膜炎 を発病する例が多V・様に思われるの

で、私は第一報に於いて報告 したと同じ症例40

例につき臨林上、並びに病理組織学的に血行性播

種につき研究 し次の様な結果 を得た｡

(1)症 例40例 中 訪 例の多数に於bて 何れか

の臓器に血行性播種巣 を見幽した｡主 な臓器に於

けるその頻度は、脾、肝、肺、右腎、左腎、脳膜

の順である｡

(2)血 行性播種は通常2個 以上の臓器に來てい

るが1臓 器のみに來る事 もある｡

(3)察 洞或いは相当の結核性病巣が無い肺には

粟粒結核症を起 し、全肺撤布を來たし易 く、塞洞

或いは相当の結核性病巣がある肺忙 は、部分的に

血行性播種を來たすが全肺には播種 を來 たし難

い｡こ の事は病巣部血管の変化にもよるが、叉臓

器自体の保イ・∫する冤疫によるのではないか と思わ

れる｡從 つて又胸部 レ線窩翼読影に際 して、室洞

乃至相当の病変があつて全肺に播種 を來たした場

合には、先す氣道性播種 を疑 うべきである｡

(4)定 型的な結核症脳膜炎の臨林症状 を呈 した

例は、何れ も脳底部に著明な結核性病変が認めら

れたが、臨林症歌は不明か又は軽 度の例は、臓底

部の病変は勘 ぞ軽度で、頭頂部、前頭部、{晦 部

に多少の結核性病変 を見たものが多い｡且 つ これ

は慢症肺痩の一・韓帰として來たものが多い｡こ れ

も個体の アレルギー、臓器自体の冤疫が非常に関

係するものと思われる｡

〔5)血行性播種の播種源 として灘朕角 リンパ腺

の病変、腎癬・性器結核に重要な意義がある｡又

肝臓への播種源として腸結核が考えられる｡
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(6)血 行性播種は、いわゆるRankeの 第2期

に限 らす超 り得 るもので、慢性肺露の揚 合 で も

屡 々血.行性播種 を來たす｡特 に死亡に近ひ時期に

血行性播種は多い 竜のと思われ る｡然 しそれが病 ・

変を起すか否かは別問題であり、臨鉢的に血行性

播種が分 らない事 も多い｡こ れは播種源の解剖学

的関係、播種 された菌量、個体のアレルギー歌体

や各臓器の冤疫が関係するものと考えられる｡

欄筆するに!あた り懇切な御指導と御校閲を賜つた恩

師沢田教授、貝田助教授に衷心より感謝の意を捧げ、御

教示と御校闘を賜つた病理学教室、今井環教授 に深 謝

す｡

問、本研究費は学衛研究会議会、及び文部省自然科学

研究費による所多し｡記 して感謝の意を表す｡

文 献
ぷゼ

`1)岡 治 道;結 核9-1427昭 ・6

(21Redeker,E;Beitr.z.Kユ.d.T.b.k.63--575

1926

〔3)田 沢 鎌 二;日 本 臨 駄 結 核'S-U51949

(4)今 井 環;臨 駄 と 研 究25-550昭 ・23

{5)Ranke,K.E;Deuts:h｡.Aτch.f｡Kl.Med.

119--201u.2971916

(6}Ghon,A・u・PotSBhnig,G.～Beitr.z.KI.d.

T.b.k｡41L-_1031919
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(?P)HUeb30hmann,P｡:Path｡Anat,d｡T.鑑b｡k・

」｡Berlin1928

(8)Weigert,C.lVir¢h｡Arch｡77--2691899

(g)Huebschmann,P弓Beltr.z.KI.d、T.b.k｡

88-_7731936

⑳ 福 田 宗 雄;日 本 病 理 学 会 々 誌19-521昭.

4・

(11}茅 嶋 孝;日 本 臨 懸 結 核8-180昭.24

働 貝 田｡茅 嶋;日 本 臨 肱 結 核7-191,昭 ・23

03♪ 貝 田｡茅 嶋;日 本 臨 駄 結 核"8-507,昭.24

a4)Neumann,W弓DieK1｡d.T.b.k｡EiWkeh.

ユ93｡1

α5)Asl{anazy,A..1.:Aych.Kl.:..rXle(1、29,1910

(1(りK簸 ユenちH.;T｡b.k.]Bll》1.Nr｡14,1924

(17}"Knaup,、V.;FStankf｡Ztsch.Path｡34,1926

aSiRich,A｡a.Mc｡(工)rdook,H｡A.,]BUII｡Jo】b」 【壌

HOSp｡52-tiig,i1933

U9)武 田 勝 男;ア レ ル ギ ・・と結 核244,1948

轄～O)Harbit鶏F｡;Amer.Jour・Med.Scien.161一 嶋

212,1921.

⑳ 中 島 輝 之,臨 駄 と 研 究26-164昭.24

励 佐 藤 次 郎;北 海 道 医 学 雑 誌11--1654昭｡8

⑳ 岡 治 道 ・隈 部 英 雄;日 本 簿 染 病 学 会 雑 誌

14-819昭.15

⑳ 岡 治 道;病 理 学 会 艦2-131昭 ・18

ツ べ 〃 ク リ ン特 に そ ④ 製 法 に 関 す る再 検 討

(第2報)ツ ベ ル ク リンの呈色 沈澱 反慮 と皮 内反慮 ,

致 死反 鷹 との 関聯 性
懸

京大結核研究所細菌血清学部(主任 植田教授)
か ム ヰ

白 石 正 雄

(本稿の要旨は第24回 日本結核病学会総会に於いて演述した)

緒 言

前回報告 したように製法 を異に した「ツ」は、種

種の感染時期に在る動物の皮内反鷹か ら見て力便

の相違 を示す、皮内反鷹のみにとどまらす、他の

結核アレルギー反慮(致 死反慮、睾丸友磨)、血清

反慮(沈 降反慮、補体結合反慮)に て測定した力

便 も亦 一 致 しな い ◎ 「ツ」の化 学 反 慮 を利 用 した 測

定 法 と して は 、vanDeinse1)、 貝 原 ・高 木?)等 に

よつ て 、 ます キサ ン トプ ロテ イ ン反 慮 の 懸 用 が こ
タ

ころ み られ た｡最 近 戸 田教 授 等3)は 蛋 白 反 慮 で あ

る テ トラ フェ ノ ーノレフタ レン ・エ チ ル ・カ ソウ ム

反 慮 の優 秀 性 に つ い て 報 告 した｡是 等 に 鑑 み

て 、 著 者 は前 回報 告 の各 種 「ツ」 の 皮 内 反鷹 、致
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死反慮と呈色反慮、蛋白沈澱反慮、蛋白体N量 等

との聞に存する関聯性を明らかにせんとした｡

実 験 方 法

1)皮 内反鷹

前報の如 く製法を異にしてつ くつた青山B株4

%グ リセ リン ・ブイヨン 「ッ」及び朝倉株 ソー ト

ン 「ツ」及びグ リセリン ・ブイヨン 「ツ」の50

倍及び100倍 液0・1ccをF株1mg皮 下接種22

日後及び36日 後の海猿3頭 宛の背側皮内に注射

発赤24時 間値及び48時 聞値 を測定 した｡

2)致 死反慮

上記各 「ツ」のO・25cc及 びO.10cc宛 を結核

海狽(F株1mg皮 下接種1月 後)2乃 至3頭 宛

の皮下に注射 した｡1時 聞以内に死ななかつたこ

とを確かめ、以後24時 聞以内の瑛死歌況 を観察

した｡

3)呈 色反磨及び蛋白沈澱反磨

各 「ツ」の呈色反慮 としては モ ー リツシユ反

慮、 ミロン反磨、ニンヒドリン反慮を用い、その

彊さは各 「ツ」の倍数稀釈液O・5ccに 各反慮試

藥O・2ccを 加え、反慮陽性の最高稀釈倍数をも

つて示 した｡蛋 白沈澱反鷹は同様 「ツ」倍数稀釈

液O.5ccに 倍量の20%三 塩化酷酸 を加え、生

じた沈澱反慮の最高稀釈倍数 を以て しめした｡

4)蛋 白体N量

各 「ツ」1ccに20%三 塩化酷酸を倍量加え,

2、3日 放 置 した 後遠 心 沈澱 し、上 清 をす て 、 沈

渣 に蒸 溜 水1ccを 加 えて 浮 游 液 と した｡つ い で

ミク ロキ エ ルLダール 法 にて 、 その 蛋 白体N量 を測

轡 定 した
｡.

実 験 成 績

前回報告の皮内反慮の成績 と第1表 とを比較す

れば明 らかなように、結核感染36日 の海狸皮内

反慮に一致 して、青山B株70L80｡C濃 縮「ツ」

のモーリツシユ反慮は1(》4｡C濃 縮 「ツ」のそれ

より強 くあらわれた(80:40)、 また朝倉株30H

培養 「ツ」と50日 培養「ツ」、青山B株 及び朝倉

株の 「ツ」Aと 「ツ」B、 朝倉株 ソー トン 「ツ」

とグ リセリン｡ブ イヨン 「ツ」 との間に何れの呈

色反慮によつても強さに差 を認めなかつた｡即 ち

呈色反磨と皮内反慮 との間に密接な関聯性の存す

ることが窺われた｡皮 内反慮 を24時 間値 と48

時聞値とにわけてみると、モー リツシユ反慮は皮

内反慮の24時 間値(お そらくはス評 ツス型反慮)

乏並行関係にあつて(相 関係数r=十 〇.87)、48

時間値(ツ ペルク リン型遅延反慮DelayedType)

とは一致 しない(相 関係数r=十 〇.39)、蛋白体量

及び蛋白体N量 はV・すれ も、モー リツシユ反慮、

皮内反慮24時 間値 とは並行 しない｡

第2表 よりわかるように、致死反慮にては多数

の海猿は3乃 至24時 闇以内に内臓に特有の毘血

性変化を呈 して死んだ｡こ の致死反慮はモー リッ

第1表 各 「ツ」の皮内反簸 と呈色反懸 、蛋 白量及 び蛋白体 一N量

菌株

冑

幽

B

株

朝

倉

株

馳 培剃 灘 度

グ リセ リ ン ・ フ イ

ヨ ン

50日培 養

グ リセ リン.ブ イ
ヨ ン

30日 培 養

グ リセ リ ンブ イ ヨ

と53日 培 養
ソ ー ト ン

53日 培 養

700__.800C

1040C

700-_800C

lO40C

1040C

「ツ 」
モ ー リツ1ミ ・ ン反

シユ反瞳 慮
」

言凝 鵬 鰹 際 癒(騨
rツ」Ai8・ 倍{・2曙8・ 倍1・5・ 倍192.734Yl14虚 器

「ツ」B8・ い28・18・{・5・i2・ ・馴 ・3・4…3

「ツ」Ai4・ い28・18・ い5・i43・ ・82い ・・8・ …

「ツ」Bi4・ い 窪8・14・-8・1・5・132・6・2…9 8.4

「ツ」Ai4・i・28・14・-8・ ・2・}8・2・721…8…3

「ツ」Al4・ い28・18・ い5・13S・S64・1・5 9.6.

rツ 」A

4・}・28・14・-8・ 巨5・132・4X・ ・・・・ ・…

4・1・28・i4・-8・ い ・13S・5・8j・3・3 .…4

悔
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第2表 各 「ツ」 致 死 反 照

偽

菌
株

青
山
お
株

朝
倉

株

地

薮日養

培

培

グ リセ リン ・フ イ ヨ ン
50日 培 養

グ リセ リン｡ブ イ ヨ ン
50臼 培 養

グ リセ リン ・ブ イ ヨン
30日 培 養

グ リセ リン｡ブ イ ヨン
53日 培 養

ソ ー ト ン
53日 培 養

濃縮温度

700-800C

1040C

lO40C

rツ 」

致 死 反 塵

α%・一 「 o｡11漏

「ツ」Al・ ・ ● ○ ○ ○、}

「ツ画 ・ ・ ● ○ ○ ○

「ツ」司 ・ ・ ○ ○ ○ ○

「ツ」A

ア ノ
○ ●}ノ 副'

● ●1ノ
・ ・L一

●3-24時 聞以内致死に して特有 の剖譲所見 を呈 した もの

024時 間以上経過 して致死又は24時 聞以内致死 にて も出血性変 化を欠 くもの

シユ反慮、皮丙反鷹24時 闇値 とは並行せす、蛋

白沈澱反鷹の強さ及び皮反鷹48時 聞値 と並行す

るが、ニンヒドリン反慮及び蛋白体 一N量 との並

行性を断定 しえなかつた｡

(後報にのべる如 く、これ らの結果は透析実験、

その他の成績 ともよく一致 した｡)

結 論

「ツ」 の モー リツ シユ 反慮 は皮 内反 慮24時 闇 値

(ア ル ツ ス型 反 礁)と 並 行 関係に あ り、 三塩 化酷

酸沈澱蛋白量は皮内反慮48時 聞値(ツ 〈瓢 ク リ

ン型遅延反慮)及 び致死反慮と並行する｡ニ ンヒ

ドリン反鷹及び蛋白体 一N量 と皮内反慮、致死反

慮 との関係は尚断定 しえない｡

欄筆するに当り植田教授の御指導御鞭燵を深謝す｡

文 献

LVanDelnse:C｡r｡Soc.B1◎L,131:185,19393

132;206,1939｡

2・ 貝 原 ・高 木:日 本 医 学,3307:2338,昭 和17年

3・ 戸 田:結 核 菌 とBCG・71頁 ・昭 和22年(南 出 堂)

蓮性石鹸を鷹用せる喀疾中の結核菌の分離培養法

図立東京療養所(所長 砂原茂一博士)(指導 細谷省吾教授)

小 川 政 敏
ハ

緒 言

轡

喀湊中の結核菌の分離培養には其の前処置とし

て・種々の方法が考慮されている｡最 近細脊、添

田氏等Dは 逆性石鹸を慮用 して喀湊中か ら結核菌

を分離する方法 を記載 した｡こ の業績を継承して

私2)は本法を硫酸法と比較 して本法の劣 らざるこ

とを報告 した｡其 の後伊藤、金沢氏3)等 は逆性石

醜オスバン錠剤水溶液を用いて硫酸法と比較 して

その結果両者の成績に大差ないことを認め本法の

実用便値 を認めた｡

この報告に於て私は、(一)逆 性石鹸の喀湊中の

結核菌の発育に及ぼす影響

(二)増 養基中U?Malachitgreenの 結核菌に

及ぼす影響について固形培地(岡 ・片倉培地)液

体培地(Kirchller増 地)を 用いて併せ比較桧討 し

てみた｡

第一実験

実 験
翫

一一27-_



躍

ハ 病的材料

結核患者5名 の喀湊 を早期採取し、2時 間以内

に使用する。
り

2、 実験方法

前記喀疾 を試験管壁に白金耳で磨辞 し、α5%

「ラボラン」水溶液10ccに 約12白 金:耳入れ充

分振盈混和し乍ら約一時間室溢に放:置後、1寄金耳

で一塊 つつつ りあげて

(A)其 の儘直 ちに

(:B)滅 菌生理的食塩水で2回 充分に喀湊塊 を

洗際 して後に

(DM.G.加 αK・ 培地(ii)巡 ・α無αK

培地に各} ,3本宛37。C60日 間培養観察 した(第1
一表参照)

その結果は表に示す様に

1.実 験 材 料
や ぎ

イ 逆性石鹸 ラボラン結瘤の0.5%水 溶液

{1餐1>Nぐ臨 。_}C1水
ジ メ チ ル ・ ラ ゥ リ ル ・オ キ シエ

チ ル 。ア ン モ ニ ウ ム 。ク ロ ラ イ ド
㍉

ダ塩 野義 製 品)・

(以 下 ラ 余 ラ ン水 溶 液 と略記 す る)

口 縄 ・片 倉 氏 培 地4)

(i)α04%にMalachitgree鷺 を 含む(虹
へじ

(}加'0。Kr培 地 と略 記 す る)

(ii)Malachit'9㈱ 玖 を含 ま ぬ もの(1』LG・1無

0.K:.培 地 と略記 す る ◎岡 ・片 倉 培 地 療 法 に

は0.04%にMalachitgreenを 加 えて あ る

が 便 宜 上 この よ うに記 載 した)

第1表 固形培地(岡 ・片倉培地)

(B)0.5%「 ラ」 液 処置 後生理的食
塩水で洗源

)]～fa,laLchit

green:加

(ii)】1」[allac1ユjlt

green糞

(A)0・51%「 ラ」 液 処 置

無

}
60

(ii)]～1alachlt

9τeen無

(i)]～1:a・laLC1玉it

9「ee箆

(i)]～ 」[alachit

green加

置処前

基養培

302111115603021 30 60 1115

レ
i21

に

一

難
■

一

轍

難
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暢
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一
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一
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継
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雑
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5 F ■ 粘

一

一

輔

剛

一

i+輯1微

{
『

幽

識
袖
袖

+1

折
中1}

㌔
嚇一

一

一

開

=

一

嗣

崇 ㌔L
十 十

鐸t'
微;中

幅

帰

…

一

一

哺

一

顧

1

㌔隊㌧
+し+

微』 申
十 十

微1中

闘

一

一

噺 禰■■噸の

一

縛

一

一

嗣 '
小

1

裾
十 十

漕
申

謎(一)ハ 集落 ヲ認 メ ナ イモ ノ

(±)ハ 集 落 ラ シ イ が確 認 困難 ノモ ノ

(+)ハ 集 落 ノ数 ガ10.個 以 内

(斗ト)声、 〃10一 一一3Q

(柵).、 ◎"31_50

(1)

ノ〆

/

離菌 発 生 率 は(A)漉 【.G.加0・K・ 培 地

15本 中2本 、(A)M.G。 無0.K培 地15本 中

2本(B)M.砿 加 αK.培 地15本 中1本(B)

盈Lα 無 α:K。 培 地15本 中2本 で あ り、何 れ も

大 差 を認 め な い◎

(2)結 核 菌 集 落 初 発 日数 は(A)]臨G.加(λ

〆:K.培 地(A)班.α 無 αK:.培 地(B)班.α

加(LK培 地 で は 各 例 と も殆 ん ど其 の 差 を認 め な

い1然 るに(B)11Z.G.無(λ:K.培 地 で はN(L2

NO.3に 於 て 数 日早 い 。

(3)60日 間 観 察 した菌 集 落 の 歌 態 はNO.

〈1)(5)に 於 いて は何 れ も大差 が な いが 、NO(・2)

(3)(4)で は30日 一60日 の集 落 の性 状(数 と集

落 の大 き さ)を 見 る と、(A)M。 α 加 αK.培

地(A)虹.α 無 αK培 地(B)M・ α 加0.K

培 地 、令(B)瓦 α 無 αK培 地 の 順 に 、後 者 の

方 が 前者 よ り発 育 が良 媒 で あ る。

((A)M:.GL無0・K・ 培 地 と(B)M・G加o.

K培 地 とな 略 ミ同程 度 に 集 落 が発 育 して い る)

第2表

(冊)集落ノ数ガ50以 上デ無数二融合セルモノ

(微)ハ集落ノ大サ帽針頭大

(小)〃 粟粒大

(申)〃 粟粒大以上

(大)〃 小豆大以上

結局、結核菌集落初発 日数及び60日 間観察後の

菌集落の発育状態から見 ると、蓮性石鹸及びM津へ

1achitgreenは 軽 微 乍 ら発 育 阻 止 の 傾 向 が見 られ

た が其 の 程 度 は顯 著 で ある とは 云 い 難 い ⇔

第 二 実 験

ノ1
.実 験 材 料

イ、α5%「 ラ ボ ラ ン」水 溶 液 ロ、 患 者 喀 湊

前 に 同 じ ハ1Kirchner培 地

Sodiummonohydrogen

pho各 戸h犠te3.O

Potassiumdihydrogen.
・phosphate4 .O

MagnesiumsulfateO.6

Sodiu:mcitrate15

味 の 素5・O

Ag.dest1000.0

2.実 験 方 法

C実 験1〕

滅 菌 し、 締

養 量の出納 瀧

加 え、6cc宛 分 注 す

る。

第 実験洞 謙 嚇 を「ラボラン」麟 液謎鍮

処 理 し、:Ki■chller培 地 に培 養 し、 そ の結 果 を4
メ

週間観察した。(第二表参照)

液 体培地 σ【irchnα 培地)

曳

モ 前蝦

＼ 盤培㌦ ＼
・ 状

'、
＼ガ フ '＼

姓 名 キ ー ＼、1

鼎

(A)「 ラ」液 処 置
●

(B)rラ 」液処置後洗藤

1

5
㈲ 戸

10 14 20 30

1
5

1
10

〔 }14…

20

　

30

3

1

ゆ
拶

蓼

V

W

膿

粘

粘

+

帯

+

昔

十

十

鞠

±

鴫

h

雑

雑

雑

雑

雑

雑

雑

雑

雑

・
雑

雑

穀

軽

羅

雑

雑

珊

珊

赫

冊
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赫

陶

土

禰

一

難

雑

雑
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3潤

4

1
膿

粘

五
膿

粘

一 十

5

十

+

珊

+

朴

十

十 十

冊

+

・

雑

雑

貼
雑

帯

雑

苦

難

雑

十

十

雑

雄

十

十

升

掛

+

弁

難

雑

甜

雑

難

生…集落ラシイが確 カデナイモノ

十…肉眼デヤ ツ ト確 メウル微小集 落

第 二表 に示 す 様 に

(1)雑 菌 発 生率 は(A)「 ラボ ラ ン」水 溶 液 処

理 ¢〉儘10本:中3本(:B)「 ラポ ラ ン」水 溶 液 処 理

後 滅菌 生理 的 食 塩 水 で洗 離 した る もの10本 中4

本 で あっ て 相当 高率 で ある。

(2)結 核 菌 集 落 初 発 日数 は14日 以 内 の もの

(A)NO,2(十 苔)NO.3(十 十)NO.4(督

+)

(B)NO.1(十 十)NO.3(十 十)NO.5

(十 噸卜)20日 以 内 の もの

(A)NO.2(十 升)NO.3(許 斗DNo4

(許 十)NO.5(十)

(B)NO。1(十 朴)Nα3(苔 寺DNO.5

(昔 →十)の 如 くに1が1拍 で、21日 目に認

め た ものがA〈NO∫5ゲ の___.例で あ る◎ 即 ち ・

(A)「 ラボ ラ ン水 溶 液 」処 理 の ま ま 、rB)「 ラ

ボ ラ ン」 水 溶 液 処 理 後滅 菌 生理 的 食塩 水 で洗

際 せ しめた もの の 両 者 に著 明 な差 は認 め られ

な 〉・¢

(実 験2)

(i)Kirchaer培 地 に十 万 分 の 一 の 割 にMal・

actitgreenを 加 えだ もの

(ii)KirρhRer培 地(:Malachitgreenを:加 え

ぬ もの)

の二 種 の培 地 に 、喀 痩 を(実 験1)と 同 揉 に 「ラ

ポ ラ ン」水溶 液 で 前 処 理 して 、そ の儘 培 養 し37。C

4週 間 観 察 した 。(第 三 表 参照)

帥 ち 、(1)雑 菌 発 生 率 は(i)培 地15本 中2

本(ii)培 地15本 中1本 で あっ た 。

(2)結 核 菌 集 落 初発 日数 は

朴…肉眼 デ明瞭 ニ ミラレル集 落

帯 …多数 ノ粟粒 大以 上 ノ集落 雑…雑菌

ぱ帯

帯

7日 目に 既 に 肉 眼 的に 明確 に 集落 を認 め た もの

(1);1替 地NO.1

(ii)培 地NO.1、

10日 目に 肉 眼 で見 え る もの(i)培;地N(λ1

(十)NO.5(十).

(ii)培 地NO.1(十)Nα5(十)

染 色 し40× 拡大 で見 え る もの 、(i)培 地 駅L

2NO。3(ii)培 地 な し。

14日 目で は肉 眼 で、(i)培 地Nα2、a4.(ii>

培 地NO.2,4.に も小 集落 を認 め◎

21日 目に全 例 に於 て肉 眼 的 に集落 を認 め る よ

うに なっ た 。 帥 ち(i)培 地 と(ii)培 地 の間 に

は著 明 な差 異 が 認 め られ な い ◎

即 ち:Kirchner培 地 を使 用 して0.5%「 ラ ボ ラ

ン」 水 溶 液 で 喀 湊 を前 処 理 し、培 養 した 結 果 で は

前 処 置 後 生 理 的 食 塩 水で 洗 際 した もの と しな い も

の 、10万 倍 に 斑alachitgreenを 入 れ た もの と

入れ ない もの 、 の間 に は何 れ も顯 著 な差 異 を認 ぬ隔

なか っ た ○ 、 響

考 按
齢

逆性石鹸を用いて幣疫中の結核菌 を分離培養し

うることは既報の如 くであるが、α5%の ラボラ

ン水溶液の濃度に於て、塔婆巾の結核菌の発育増

殖 をどの程度に障害するかは、考慮を要する問題

である5)。特に肺病竈の乾酪性病竈中にはzieh1・

Nee19`)n抗 酸性菌染色法により容易に証明し得な

い結核菌の存在を否定し得ないのであってf)氏

かかる抗酸性 を有 しない菌が喀痩中に排出される

可能性 も充分想陳され る所である。從って前処置

一_30_・ 一
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第3表 液 体 培 地(Kirchnα 培 地)[＼ 馨1
9騨 加

ド ＼ 、ガ フ 駅 ＼5

胆 ＼姓 名_黛 一

(B)Mala◎hltgree澱 無

1 Iv
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一

帯

帯
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.判

マ

副

副

14

+

+

土

野

0
鳶

黄

粘

腰

一蹴 驚 磁

土 縣 昔 一

・士}

愈1++弁

難網 羅羅

{++響
一

臣
鴨 認

ノ

黄 一 一

㊦
十 升 帯

τ
_「

θ
一+十 ・

3' 皿 一 一 一 十 升 荘 一 一 一 ±+†

嵐
粘 一 一 幽 十 静 荘 一 一 一 一+十

訓

4 V

黄

粘

膿

}G)+

一 士

雑 雑 雑 雑

哺帯

升

雑

荘

升

稚

㊥
惜

静

静

+

+

±

5 1

キ

白 鞘 ⑧ 外

土 十

粗 雑 雑 雑 雑

、帯

書

卦

一

荘

荘

朴

十

荘

+

±
⑧

+

「

一

一噸

一

帯

荘

雌

紐

弁

難

一……陰性

ま……肉眼 デ集落 ラシイモ ノ

十 ……肉眼 デ微小集落 ヲヤ ツ ト認 メル

升 ……肉眼 デ容易 二集落 ヲ認 メル

帯……肉眼 デ相 当数 ノ集落 ヲ明ラカニ認 メル

には、抗酸性 を有する結核菌即ちK◎ch菌 のみ

ならす上述の様な菌体 をも障害 しなV・様な方法が

最 も理想的であろう。逆性石鹸は喀漢の蛋白を沈

澱 させる作用がある爲、喀湊の均等化並に集菌に

関して検討の余地を残 している半面、却ってこの

ことのために喀疾塊の表面のみ作用 して内部の罪 障

抗酸性の結核菌を障害 しいことの可能性が増大す

る。更に肺結核患者の察洞中には混合感染 を伴 う

ことが僅少であること8)9)を考慮に入れるとき、

塔婆喀萬後成可」く汚染 を少な くして雑菌の混入を

○ ∵顯 簸 デ購 ヲ認メナイ

㊦ ㊥(重過 槍鰯 拡大(4・x)デ 集落ヲ認メル

(iう… 樋 醸 デ集落ヲ認メノレ

防 ぐと共に肺病竈 より喀出された湊塊の表面に附

着 している雑菌を逆性石鹸で処理することによっ

て、培養の陽性率を高めうるこ と も考 慮せ られ

る(乾 酪性物質中の結核菌に対する逆性石鹸の作

用に関 しては研究中である)。

結 論

1・ 固形 培 地(岡 片 倉培 地)及 び 液 体 培 地 、

(KirchRer培 地)を 用 いて 、逆 性 石 鹸 ラボ ラ ン結

晶α5%水翻 器1>N<ε 置髄 ㏄H 2磁

一 一31_騨 鴨
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C1水 で 、1-1・5時 闇 前 処 置 す る こ とに よつ て 、喀

痩 中の 結 核 菌 を分 離 す る裏 が 禺 來 る｡

2・O.5%ラ ボ ラ ン水溶 液 及 びO.04%Malachit

greenは 極 く軽 微 乍 ら岡片 倉 培 地 に於 て 結 穣 菌 集

落 の発 育 増 殖 を阻 止 す る傾 向 がみ と め られ た｡

&実 用 と して は α5%「 ラボ ラ ン」 水 溶 液1--

15時 間 喀湊 前処 置 の 儘 α04%M幽chitgxeen

岡 片 倉 培 地 叉 は10万 分 の1Malachitgreen加

Kirchner培 地 に培 養 して も大 した支 障 を認 め な

bo

欄筆に当り恩肺細谷省吾教授の御指導 御校閲を感謝

する｡爾研究の便宜を與えられた國立療養所村松晴嵐荘

長木村猛明博士、國立東京療養所長砂原茂一博士に謝意

を表する｡
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膿 中 の 結 核 菌 非 抗 酸 性 形 に 就 て

(附)結 核菌の抵抗性か ら見た現行培養法の欠昭

植 田

京大結核研究所細菌血清学部

三 郎 ・ 大 岩 弘 治

緒 言

結核性の材料例えば喀湊、膿、組 織等を培養す

れば、結核菌の証明は比較的容易そある｡に もか

かわらす、それ等の材料の塗抹標本或は切片標本

を染色、観察する時は、コツボ桿菌 を見出 し難V・

場食に屡々遭遇する｡そ れが何に起因するかは槍

討 を要する｡染 色標本の検査は材料の限 られた一

小部分 を対象とするものであるか ら、比較的大量

の材料か ら集菌、培養する方法に劣 るのは当然で

はなかろうかと言 う様な考え方が ある｡又 染色方

法が不備なためにコツボ桿菌の検出が困難なので

はないかと云 う様な考え方から、染色方法の改良

が企てられ る｡そ れにしでも染色標本の綿密な観

察が成功しない時に、著 しく多数の集落が培養基

上に発育する事は依然疑問でな容ればならない｡

上記 とは逆の揚合に就ても亦、考えて見なけれ

ばならない｡即 ち染色標本中に多数のコツボ桿菌

を検出出來るにもかかわらす、同じ材料 を培養 し

て貧少の集落を得 るに過ぎなV・揚合、乃至は全 く

集落の発育を欠 く場合のある事 も亦考えて見なけ

ればならない｡特 に最近Canetti(1)が 多数例の結

核性組織材料を観察 し、それに立脚 して爲 した考

案は興味が深 く、且つ暗示に富むものであろう｡

氏は組織 を切半 して、一半を塗抹染色標本とし、

他半を培養したのであるが、その際染色標本中に

見出したコツボ桿菌の数に比較 して発育集落数が

際立つて少い事に注目し、途に染色標本中に見出

すコツボ桿菌の大多数は死菌であるのではなかろ

歯5かと推測 した｡》

著者の一人植田②は培養基上及び組織 内に於け

る結核菌の発育様式 と発育に俘 う形態、染色性の

推移を追求 し・既にその所見及びそれに立脚する

考察の概略 を公にした｡そ れによれば、結核菌の

発育形は非抗酸性の糸朕形であつて、糸歌形は発

育・伸長する他方、漸次その基部か ら成熟する｡

卿一一32_一
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やがて基部は分離 して分齢即ち非抗酸性の桿歌形 、

を生じる。桿歌形はやがて発芽する。発芽は次第に

発育、伸長 して上記糸歌形と同じ発育過程を踏む

が、発芽 を終った後の桿歌形は順次鎖状に連 り、

且つ次第に抗酸性に変化 し、途には抗酸性の穎粒

に崩壊する。此の様にして追求する事の出来た発

育様式か ら見れば◎結核菌の発育力を持つた形は

常に連鎖或は分枝の先端た位する非抗酸性の形態

で あって、抗酸性の形は発芽によって生活物質を

失った分節=桿 獣形の変性したものに過ぎない。

從って既に発育力を失った形態と見倣 さなければ

な らない。

此様な見地から、上述二:わの一一見矛盾する炉に

見 える事実、即ち染色標本中の コッホ桿菌に関す

る所見と培養成績とが一致 し難い事実 を考えて見
縣ると

、一見矛盾するかに見える是等の事実は コツ

ボ桿菌 と発育集落とを強いて直接結び付けようと

す るために起 る結果ではないかと云う事が考えら

れ る。若 しコツボ桿菌 を離れて他に発育力を持つ

た形態的要素を求める事が出架るならば、上述一一

見矛1盾した事実は矛盾ではなぐなるか も知 れな

い。上述の様な発育儀式の考え方に立脚 して、わ

れわれは外科的結核症の膿 に就て、その中に結核

菌非抗酸性形の存在 を確めようと企てた。膿を材

料として選んだ理由は、此の種の材料中には周知

の如 くコッホ桿菌 を見出す事が困難であるにもか

かわらず、それを培養する際には可成 りの数の集

落が発育するか らである。術同時に膿中の生菌数

を培養に依って計測 して対照したのであるが、其

の際結核菌の抵抗性か ら見て1現 行の培養法に欠

陥のある事を知ったか ら、その事に就ても赤、,多

少附記 し度いと考 える◎

実 験材 料及 び方法

材料 脊椎炎の流注膿瘍及び関節腔から・穿刺

に依って無菌的に採集した膿汁を供試 した。被物

硝子上に一滴の食塩水 を置 き、それに膿汁の一滴

を混 じて薄 く塗抹 した。出來るだけ薄い塗抹標本'

を得る爲めに、直ちに載物硝子 を傾 斜、放 置 し

て、乾燥せ しめた.火 焔を以て固定 して後、次の

如 くして染色した◎

染色法 下記の染色法に依れば、結核菌の抗酸

性形は赤色に、非抗酸性形は菌体個々に就て多少

濃淡の差はあるが、黒亀に染色せ られる。批の染

色法をZieh1-Heidenhain法 と呼ぶ◎9

テール馬石炭酸 フク シン液 微加温2分 間染色

く、 その

る卵 培 養 基(上 坂 、友 田(3))5本 に培 養 した 。

3%塩 酸酒精 ・10秒 間脱色
水 洗 ・
1%鉄 明バ ン液 、15時 間内外
水 洗

1%一 トキシ¥ン液 雛 酬 囎 以

水 洗

該繁 夢 鰍 芒豹 数分闇純
水洗 、乾燥

へ`7ト キ シ リン液 ◎ ヘ マ トキ シ リン19

を無 水 酒 精10ccに 溶 解 し、蒸 溜 水 を加
'え て100ccと す る

◎作 成2、3月 後か

ら使 用 可能 、沈 澱 を生 じた もの は既 に使

用 に適 しな い◎

培 養 法 膿 汁 に は何 等 の 前処 置 を加 え る こと な

0.1cc宛 をわれ われ の 研究 室 で慣 用す

実 験 成 績

膿の塗抹標本100親 野中に見出 した結核菌の抗

酸性形及び非抗酸性形の数並びに卵培養基に発育

した集落数(5本 の平均値)は 第1表 の如 くであ

る。

第1表 膿中の抗酸性形i非 抗酸性形と集落数
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非抗酸性形は供試 した10例 の膿汁の全例から

比較的容易に検出することが出來たが、抗酸性形

は10例 中5例 に於て少数 を見出し得たに過ぎな

塗つた⇔抗酸性形 を見tEし た5例 中1例 に於て
は、抗酸性形、非抗酸性形はともに同数であつた

が、残 りの4例 に於ては、いすれ も抗酸性形は僅
が

かに1、2個 を辛 うじて見出 したに過ぎす、それ

ぞれ同時に見娼 した非抗酸性形に比較 して梢々目

立つて少数であつた｡

集落は全10例 に於て稽々多数に発育 した｡そ
騨1

れそれ0ユcc宛 を培養 したのであり、 それに対

して染色藻本は100観 野 を観察 したに過ぎない

が、此の様な多数の集落を見る時、これを直 ちに

抗酸性形 と結び付けて考える事は困難であろう｡

むしろ全例か ら比較的容易に検出し得た非抗酸性

形と発育集落との直接の関係が窺われ る｡

、

考 察

上寵の染色及び培養による所見を比較対照する

時、抗酸性の コツホ桿菌 と発育集落とを直接結び

付けて、前者から後者が発育、形成せ られると云

う考 え方には、無理のある事が明 らかである｡む

しろそれよ りは非抗酸性形と発育集落との関係を

考える方が.無 理がなく自然であろう｡此 の様に

考えると、上述の如 くコツボ梓菌 を見出し灘 いに

も拘わらす、発育集落数が意外に多いと云 う事実

も、も早や特別に奇異とするには当らない事が解

る,即 ち此の様 にして膿 を材料として選んだ事に

よつて、非抗酸性形こそ発育力を持つた結核菌そ

の ものてあるとするわれわれの見方、考 え方を確

める一つの機会が同時に與えられた｡

結該姓の膿汗中にはコツボ桿菌が殆んど見出さ

れないにも拘わらす、非抗酸性形が比較的容易に

見出されると云 う籍実が何に起因するか、又どの

様な意義 を持つか と云 う様な点に就て、多少考察

を茄え度v・｡そ れは膿の由來する病竈に於ける結

核繭の歌態、惹いてはその組織学的な歌態 を示す

ものと考えてよいのではないかと考える｡そ のた

めには、著者の一人植田②が人及び動物の組織に

就て爲 した観察を参照する事が出來 る｡そ れによ

れば、組織内に侵入した結核菌は徐々に発育 して

その数 を壇 し、一定週 日の後発育の極 期 に達 す

る｡極 期に達する迄の期間には、抗酸性形の数が

非抗酸性形のそれ を凌駕するが、極期に達 して後

は、両種形態ともに梢 々急激に減少する｡その際病

竈に蝟集す る白血球が重要な役劇を果すのではな
も

いかが考えられ る｡而 して結核菌葡種形態の此の

様な急激な崩壊、減少と時 を睡じくして、組織には

廣汎な壊死が起 り、叉他方類上皮細胞、結合織細

胞の増殖が顯著と成るが、それは両種形態の崩壌

によつて游離 した物質の影響に因 る事は明らかで

ある｡此の様な菌体の崩壊、減少は就 中抗酸性形に

於て顯著であつて、途にはその検串は著 しく、困難

となるが、非抗酸性形徳その少数がよ く残存する｡

即ち此の様な所見に立つて、上述儂の研見 を考

按するならば、膿の由來する病竈の猷態が どの様

なものであるかが類推出來 るのではないか と考 え、

る｡結 核菌が発育の極期を過ぎて簡壊、減少 し、抗

酸性形は既に殆んどその姿 を洩レ、非抗酸性形の

みが少数残存する如 き歌態に在 る事が推測出來る

であろう｡又 組織学的にもそれに対慮する歌態 に

あるであろう事が推測出來るのではなかろうか｡

(附)結 核菌 の抵 抗 性 か ら見

た現 行培 養…法 の欠 昭
＼上述膿

の培養に際 して、何 等前処置を加えない

材料 をその儘直ちに培養基に移 したのは、一つに

は膿が無菌的に探集出來る材料であつたか らであ

るが、一つには前処置に用いる硫酸の影響 を顧慮
は

したか らである｡

今各濃度硫酸の影響 を検討 した成績 を附記すれ 毒

ぱ下記の如 くであつて、その影響は決 して軽視出

來なV・｡

材料及び方法

上記実験と同様、脊椎炎の流注膿瘍から穿剃に
ノ

依つて無菌的に探集 した膿 を主な材料とし、それ

と対照す る意味にて肺結核患者の喀疾、卵増養基

に癸育 した人型菌F株 か ら作つた菌浮溝液を用い

た｡卑 に結核菌と比較する意味にて、大腸薗及び

葡萄歌球菌のブイヨン培養を供試 した｡

膿、喀疾、結核菌浮游液、大腸菌及び葡萄歌球

幽一一34



菌の増歯 よ、いすれもその1cc宛 を遠心沈澱管

にとり、各濃度の硫酸水 を(対 照としてぽ生理食

塩水)4cc宛 加え、強 く振燈、混和して後、37℃

30分 間放置した◎4000廻 韓20分 間遠心沈澱 し

て上清 を棄て、沈渣には食塩水 を加えて、2回 遠

心沈澱 して洗際 した。最後に得た沈渣は白金スパ

ーテルを以て管壁にてよく磨辞しつつ1ccの 生

理:食:塩水に浮游し、その0,1cc宛 を上記同様の

卵培養基5本 宛に培養 した◎7週 間余観察して1
ぢ

発育集落数 を数え、5本 の培養基に就て尋均値 を

算出した。

因みに結棲菌浮游液は、卵培養基3週 間培養の

人型菌F株 の歯苔を1白 金耳掻き取って、注意深

く5Ccの 生理食塩水に浮游 し、3000廻 韓20分

間遽心沈澱 し菌塊を除 き、それを更に100倍 に稀

釈 したものを用いた。又大腸菌及び葡萄状球菌は

ブ でヨン18時 間培養のものを町嘩に振益 して後

月1いた◎

成 績:

第2表 硫酸に対する結核菌の抵抗性

1患者覇 鵬 諜 度5%
∫

嘗
昌

i!■1肺 結核
i喀髄

垂 〃

10868

5748

6842

2717

325235200180

5955 4746

約900iOO650400

雑 菌 同 左 約1000

〃 〃182

… 陣25・噛11・ 一5・ ・

菌液
大剛

陣萄状幽

ooO

o◎0

00

00

表中の数字は発育集落数(培養基5本 の不均値)

先ず膿に就て見ると、対照 として食塩水を混和

したものか ら発育 した集落数 と・それぞれ各濃度
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の硫酸水で前処置したものか ら発育したそれ とを

比較すれば、硫酸濃度め増加に作れて、集落数が

減少 した◇α5%硫 酸にて既に集落数の減少が見

られたが、中には半減 しだ もの もあった。2%硫

酸では集落数は更に減少し、5%硫 酸では対照に

比較 して相 顯々著に減少し、中には集落数が4分

の1内 外に減少した例 もあった。此の嫌な硫酸の

顯著な影響が、或は膿中に在る結核菌の抵抗性の

低下のためかとも疑われるが、対照 としτの結核

菌浮游液の成績を見れ酸、特別な抵抗性δ低下の

ためでない事が解る。浮游夜中の結核菌に対 して

も亦、硫酸の影響は顯著であって、集落数は α5

%で は対照のそれの2分 の1に 、2%で は3分 の

1以 下と成 砂、5%で は実に5分 の1に 減少したo

対照り大腸菌及び葡萄状球菌 は0・5%硫 酸にて饒

に完全に減殺せられた◎

一上掲の成績か ら、膿中の結核:菌は培養基上のも

のと同様に、一一様の抵抗権 を有 しな"事 を知 る事

が出來る。既に0.5%硫 酸によって、大腸菌及び

葡萄朕球菌と同様に減殺せられる如き抗抗性の弱

い形態を略々年数含む事が知ちれ る◎残 ゆの比較

的抵抗性の強い形態 も硫酸濃度の高まるに作れて

次第に影響せ られるが、5%硫 酸によって も街影

響せ られ難V・形態が常に残存する◎

考 察 富

結核菌 を分離培養するためには、病原材料を硫

酸或はアルカリを以て前処置する方法が、今日一・

般に賞用せられる。而 して卵培養基の考案は此方

法を一層有到なものとした。是等の方法に依る時
さ

は、病原材料 を均質化する事が出来 る乏同時に、

病原材料中に混在する雑菌を減 殺 す る事が出来

る。而 も結核菌 を傷害する事な く集蔵して、培養

する事が禺来 る。例 を硫酸にとれば、5%が 一・般

に用V・られるが、又時には10乃 至15%と 云 う

如き高濃度の硫酸が用V・られる。そして結核菌は

此の嫌な直接作用の強い高濃度の酸によく抵抗す

ると考えられてV・るご ・

それではその嫌な特別性の拠 りどころは果 して

何であるかと云 う疑:問が直ちに起るが、此の点に

就ては、結核菌は特殊な蝦質被膜 を持つために、或

一35__
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は脂質を豊富に含有するがために、その様な特別

な抵抗性を示すので あろうと云 う様な考え方があ

る｡併 し乍ら此の様な考え方は憶測の範囲 を出匁

い ものであつて、事実蝋質被膜の考え方は今 日次

第 に顧 られなくな り、われわれ(4)も最近其の存在

を形態学的に否定 した"何 れにして も此の様な考

え方は、抗酸性の コツホ桿菌、即ちわれわれの見地

か らすれば既に発育力を失つた変性 した形態に就

て爲された ものであるか ら、結核菌の発育力を持

つた形態が示す ところの特別な抵抗性を、設明す

る拠 りどころとは成 り得なV・｡発 育力 を持つた形

態は非抗酸性の ものであるか ら、此のものに就て、

特別な抵抗性の拠 夢どころを求めなければならな

い｡そ の翅 りどころは容易に求める事が出來る｡

即ち糸歌形の基部が成熟 して分齢を生 じる｡此 の

分節は成熟形と見倣すべきものであつて、次いで

発芽する迄は・r種 の発育休1ヒ期の形態 とも見 る

事が胤來る｡帥 ち生活物質が凝縮 した此様な発育

休止期の形態は、胞子にも擬すべきものであつて、

その抵抗性が大であろう事は容易に推測出來る｡

併 し乍ら此の襟な形態は非抗酸性形の発育、成

熟 、発芽の過程中の一一つの段階に過ぎなV・｡非 抗

酸性形は上述発育、成熟、発芽の過程に俘れて、そ

の形態、構造が変化する｡そ れに伴れて抵抗性 も

亦、漸次変化する事が考えられる｡発 育形である

糸朕形は最 も抵抗性が弱 く、その抵抗性は一般細

菌、菌類のそれと蓮庭のないものではないかが推

測せ られる,併 し乍 ら其の基部が成熟 して生活物

質が次第に凝縮するに俘れて、その抵抗性 も亦漸

次張く成 り、その部分が離断 して分節即ち桿歌形

と成るに至つて、最 も強い抵抗性 を示す様に成る

のではないかと考える｡此 の様な桿状形が発芽す

るに至れば、抵抗性は再び次第に弱ま る事 が 考

えられる｡上 掲の成績は此の様な考え方 をよく裏

書 きする｡5%硫 酸によく抵抗する形態がある一

方で、0.5%の それにも抵抗 し得なV・形態がある

事 を見逃 してはならない｡

以上の結果か ら見 る時は、多量の結核菌を含有

す る材料か ら唯輩にそれ を培養、証明すれば事足

りる場合は、現行の方法で も差支えないか も知れ

ないが,併 し乍ら菌含有の少い材料か ら培養 しよ

うとする場合、或は菌含有量 を正確 に知ろ うとす

る目的で培養する場合には、現行の硫酸処置法…

… アルカリ処置法も同様であろう……は仮令低濃

度の硫酸を用V・るとしても、不備である事は等わ

れなV・｡近 時はその影響奪慮つて稻々低濃度の硫

酸 を使用する事が試み られようとしてV・るが、術

且つ此の様な方法によつては、誤 りも犯す憂いが

ある｡即 ち何等の前処置 を加える事なしに培養す

る事が最も安全であるが、そうする事が不可能な

材料に就ては、抵抗性の弱い形態を傷害する事な

しに、材料中に混在する雑菌を避けて培養する薪

しい方法の考案が必要である｡

結 論'

1.外 科的結核症の膿10例 を薄 い塗 抹 標本と

し、Zieh1-Heidenhain染 色法にて染色、観察し

たるに、全例に於て比較的容易に結核菌非i抗酸

性形を検揖する事が串來た｡併 し乍 ら抗酸性形

はその中5例 陥於て、極 く少数 を見嵐したに過
、

ぎ な かつ た｡

同時 に膿 のO.1ccを 卵 培 養基 に直 接曙 養 した

るに 、常 に 可 成 りの 数 の集 落 の発 育 を見 た｡よ

つ て 発 育集 落 と抗 酸 性 形 と を直 接 結 び 付 けて 考

え る事 は困 難 で あつ て 、む しろ非 抗 酸 性 形 との

関係 を考 え るの が 自然 で あろ う｡

2.結 核菌 の分 離 培 養 に妊 ん で用V・ られ る硫 酸 前

処 置 法 は 結 核 菌 に顯 著 な 影響 を與 え るか ら精 密

を要 す る実 験 に は注 意 して 用V・る必 要 が あ る｡

本研究に文部省科学研究薮の補助を 得 た 事 を附記 し

て謝辞に代え る｡

膿材料 を御分與下 され た本 学医学部整 形外科 学 教 室

山田講訪に深謝 する｡
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